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十
二
月
二
十
三
日
・
総
合
体
育
館
竣
工
式
典
で

　
「
克
雪
都
市
宣
言
」
に
ひ
き
続
い
て
、
十
日
町
市
の
二
本
目

の
柱
と
も
い
う
べ
き
「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
宣
言
」
が
、
十
二

月
二
十
三
日
の
総
合
体
育
館
竣
工
記
念
式
典
の
席
上
で
発
表
さ

れ
ま
す
。

　
健
康
は
市
民
み
ん
な
の
願
い
で
あ
り
、
幸
福
の
根
源
で
す
が
、

高
齢
化
社
会
の
到
来
や
健
康
障
害
な
ど
の
増
大
に
よ
り
、
健
康

は
よ
り
一
層
尊
い
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
宣
言
は
、
こ
れ
を
機
会
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
に
対

す
る
自
覚
を
深
め
、
生
涯
を
通
じ
て
ス
ポ
f
ツ
に
親
し
み
、
健

全
で
た
く
ま
し
い
身
体
を
つ
く
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

　
こ
こ
で
は
市
の
今
後
の
施
策
を
紹
介
し
ま
す
が
、
あ
な
た
も

今
日
か
ら
健
康
づ
く
り
を
真
剣
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
宣
言
を

よ
リ
実
り
の
あ
る
も
の
に

施
設
活
用
の

　
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を

久
保
田
豊
昌
さ
ん

　
飛
渡
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
お

と
な
し
い
方
で
し
た
が
、
来
年
以
降

計
画
さ
れ
て
い
る
飛
一
小
学
校
体
育

館
、
飛
渡
地
区
運
動
広
場
な
ど
を
利

用
し
て
、
単
発
の
活
動
に
と
ど
ま
ら

ず
、
継
続
的
な
取
組
み
と
、
地
域
の

四
＋
～
五
＋
代

男
性
の
健
康
づ
く
り
を

佐
野
久
美
さ
ん

　
こ
れ
ま
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う

言
葉
が
、
一
般
的
で
は
な
く
部
分
的

に
と
ら
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
宣

言
は
、
こ
の
機
会
か
ら
、
子
供
か
ら

老
人
ま
で
の
全
て
の
市
民
が
、
心
と

体
の
健
康
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
こ
う

人
達
全
員
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
催

し
物
を
開
発
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
は

順
調
に
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
が
、

今
後
は
施
設
の
利
用
を
高
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
競
技

者
の
た
め
だ
け
の
施
設
に
と
ど
ま
ら

ず
、
市
民
み
ん
な
が
参
加
で
き
る
よ

う
な
催
し
の
場
と
し
て
、
ま
た
一
般

の
人
が
積
極
的
に
利
用
で
き
る
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
か
ら
は
じ

ま
っ
た
、
息
の
長
い
地
域
活
動
を
進

め
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
（
飛
渡
地
区
体
育
協
会
会
長
）

と
い
う
と
こ
ろ
に
意
義
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
年
齢
階
層

に
あ
わ
せ
た
体
力
づ
く
り
教
室
な
ど

の
開
設
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
特
に
、
働
き
ざ
か
り
の
四

十
～
五
十
歳
代
の
男
性
を
動
か
せ
る

こ
と
、
組
織
を
つ
く
る
こ
と
が
課
題

で
す
。
技
術
が
な
く
て
も
で
き
る
軽

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
動
く
習
慣
を
楽
し

く
身
に
つ
け
る
…
こ
れ
は
一
・
二
度

経
験
す
れ
ば
続
け
ら
れ
る
と
思
う
の

で
す
が
。
組
織
が
で
き
た
ら
指
導
に

い
き
ま
す
。
そ
れ
と
、
指
導
員
の
養
成

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
ヘ
ル
シ
ー
サ
ー
ク
ル
会
長
）
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私
た
ち
、
十
日
町
市
民
は
、
こ
ぞ
っ
て
健
康
で
文
化
的
な
生
活
が
営
ま
れ
る

こ
と
を
祈
念
し
、
ス
ポ
ー
ッ
活
動
を
通
し
て
体
力
づ
く
り
と
健
康
増
進
に
励
み
、

親
睦
と
融
和
を
深
め
る
と
共
に
、
そ
の
カ
を
結
集
し
て
「
楽
し
も
う
ス
ポ
ー
ツ
、

つ
く
ろ
う
健
康
」
の
ま
ち
、
十
日
町
市
を
築
く
た
め
、
総
合
体
育
館
竣
工
を
期

し
て
、
こ
こ
に
、
　
「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
」
と
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

　
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
施
設
は
信
濃
川
運
動
公
園
、

青
少
年
野
外
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
i
、

武
道
館
、
各
地
区
運
動
広
場
さ
ら
に

総
合
体
育
館
な
ど
着
々
と
整
備
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　
施
設
整
備
に
一
応
の
区
切
り
が
つ

き
、
こ
れ
ら
の
施
設
を
積
極
的
に
有

効
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
健
康

で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
市
民
生
活
に
結

び
つ
け
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
今
、
行
政

が
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
真
剣
に
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　
　
宣
言
の
目
標

①
市
民
一
人
ひ
と
り
が
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
通
し
て
、
た
く
ま
し
い
心
と
か

ら
だ
を
鍛
え
よ
う

②
市
民
一
人
ひ
と
り
が
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
通
し
て
、
友
愛
と
協
調
の
輪
を

広
げ
よ
う

③
市
民
一
人
ひ
と
り
が
ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
豊
か
な
余

暇
生
活
を
営
も
う

④
市
民
一
人
ひ
と
り
が
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
通
し
て
、
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け

よ
・
つ

⑤
市
民
一
人
ひ
と
り
が
ス
ポ
ー
ツ
を

愛
し
、
明
る
く
豊
か
な
町
と
生
活
を

築
こ
う

　
　
今
後
の
方
針

ω
体
育
活
動
の
普
及
・
振
興

　
①
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
…
指
導
者
研
修
会
の
開
催
、
実
技

講
習
会
の
開
催
、
体
育
協
会
の
強
化
、

競
技
力
の
向
上
、
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
の

育
成
、
指
導
者
バ
ン
ク
の
充
実

　
②
大
衆
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実
…

各
層
・
種
目
別
ク
ラ
ブ
、
同
好
会
の

昭
和
五
十
九
年
十
二
月
二
十
三
日
　
　
十
日
町
市

育
成
、
各
層
別
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
教

室
の
開
設
、
地
域
、
職
場
の
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、
婦
人
、
高
壮
年
、

障
害
者
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ッ
の
普
及
、

団
体
、
ク
ラ
ブ
な
ど
の
育
成
と
指
導

者
の
養
成
、
体
育
指
導
委
員
の
効
率

的
活
用
と
指
導
体
制
の
強
化
、
　
「
生

涯
ス
ポ
ー
ッ
」
種
目
の
開
発

　
③
体
育
施
設
の
効
率
的
活
用
…
総

合
体
育
館
無
料
開
放
の
日
の
設
定

ω
体
育
施
設
の
整
備

充
実

　
①
屋
内
施
設
の
整

備
充
実
…
総
合
体
育

館
の
環
境
整
備
、
市

民
体
育
館
の
整
備

　
②
屋
外
施
設
の
整

備
充
実
…
市
営
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
笹
山
野
球

場
、
信
濃
川
運
動
公

園
、
市
民
ス
キ
ー
場

な
ど
の
整
備
、
公
認

陸
上
競
技
場
の
建
設
、

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
コ
ー
ス

の
設
置

　
③
地
域
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
…

地
域
運
動
広
場
の
確
保
と
充
実
、
キ

ャ
ン
プ
場
・
学
校
施
設
の
整
備

㈹
健
康
の
増
進

　
①
ス
ポ
ー
ツ
健
康
手
帳
の
検
討

　
②
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
・
体
力
診
断

テ
ス
ト
の
実
施
と
指
導

　
③
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
活
用

健
康
づ
く
り
を
は
じ
め
る

キ
ッ
カ
ケ
に

　
　
　
　
庭
野
雅
弘
さ
ん

　
ス
ポ
ー
ツ
は
健
康
づ
く
り
の
た
め

の
一
つ
の
手
段
で
す
。
老
齢
化
の
先

端
を
い
く
十
日
町
市
で
は
、
一
人
で

も
多
く
の
人
た
ち
が
す
こ
や
か
に
老

い
る
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

健
康
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
標

に
し
た
い
も
の
で
す
。
年
を
と
っ
て

か
ら
急
に
体
を
動
か
す
の
で
は
な
く
、

若
い
う
ち
か
ら
、
コ
ッ
コ
ッ
と
体
力

体
力
・
経
験
・
地
域
に

あ
っ
た
活
動
づ
く
り

　
　
　
　
根
津
　
明
子
さ
ん

　
宣
言
は
、
健
康
に
ポ
イ
ン
ト
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
体
力
・
経
験
・
地

域
に
あ
っ
た
、
自
分
自
身
の
健
康
づ

く
り
を
考
え
る
機
会
・
は
じ
め
る
機

会
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
競
技
力
の
向
上
を
ね
ら
い
と
し
た

社
会
体
育
と
、
健
康
づ
く
り
を
ね
ら

い
と
し
た
社
会
教
育
の
接
点
を
み
い

を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

宣
言
に
よ
っ
て
、
市
民
そ
れ
ぞ
れ
が
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
健
康
づ
く
り

を
自
覚
し
、
何
ら
か
の
健
康
づ
く
り

を
は
じ
め
る
キ
ッ
カ
ケ
に
な
れ
ば
良

　
　
ヤ

い
と
思
い
ま
す
。

　
活
動
面
で
は
、
多
く
の
サ
ー
ク
ル

が
結
成
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
そ
れ
も
、

呼
び
か
け
て
組
織
を
つ
く
る
の
で
は

な
く
、
自
主
的
な
盛
り
あ
が
り
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
や
り
た
く
て
も
、

一
人
だ
と
な
か
な
か
や
れ
な
い
の
で
、

地
域
で
の
仲
間
づ
く
り
、
サ
ー
ク
ル

が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
体
育
指
導
委
員
は
、
た
だ
技
術
を

教
え
る
の
で
は
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
に

集
ま
る
人
の
仲
間
づ
く
り
を
進
め
る

中
核
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
（
市
体
育
指
導
委
員
会
会
長
）

だ
し
て
、
対
象
者
に
よ
っ
て
ス
ポ
ー

ツ
と
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
う
ま
く

か
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ

う
。
施
設
面
で
も
、
体
育
館
だ
け
で

な
く
、
地
区
ご
と
に
集
会
所
な
ど
が

建
設
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
積

極
的
に
活
用
す
る
こ
と
、
ま
た
現
在

盛
り
あ
が
り
を
み
せ
て
い
る
地
区
体

協
の
自
主
的
な
活
動
の
進
展
が
望
ま

れ
ま
す
。
そ
し
て
施
設
整
備
に
伴
っ

て
、
そ
こ
で
教
え
る
指
導
者
の
養
成

も
急
務
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
一
方
、
保
健
イ
コ
ー
ル
医
療
と
い

う
考
え
方
で
な
く
、
市
の
保
健
部
門

と
体
育
部
門
が
連
携
し
て
、
社
会
的

弱
者
の
た
め
の
健
康
づ
く
り
活
動
を

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
（
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
同
好
会
）
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スポーツ・健康活動の殿堂としてニ

灘

ギャラリーは全部で560席§　　　　　　　鋤畷　　　遜

　
「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
し
十
日
町
市
に
ふ
さ
わ
し
い
体
育
．
文
化
の

殿
堂
と
し
て
市
内
西
本
町
一
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
「
十
日
町
市

総
合
体
育
館
」
が
、
い
よ
い
よ
十
二
月
二
十
三
日
に
竣
工
し
ま
す
。

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
i
卜
三
階
建
・
総
工
費
約
十
二
億
円
の
施
設
は
、
県

内
五
指
に
入
り
、
特
に
雪
国
の
宿
命
と
も
い
わ
れ
た
冬
期
間
の
活
用
に

も
配
慮
し
た
、
初
の
本
格
的
克
雪
型
体
育
館
で
す

西
小
学
校
児
童
が

　
一
階
に
は
冬
期
も
土
に
親
し
み
な
が
ら

健
康
と
体
力
・
競
技
力
の
向
上
を
は
か
る

　　　　　　　コ　　ド　　しぬ　　　　　なぬ　 ヨ　　　ヨ　　　 ワ　　　　　コ　るどヤドロロロハをもヘドいドドちひ　ド　ぼロロ　　ドしロリずザドハロ　コ　リ　ア　　　　やア　　　　　　アロ　　　 けハド　　　　　　　　　　し　　　　　　　ア　ド　　　ド　らりリドリロ　　　ロ　ドリロド　ペ　　　ド　　　　

3階からアリーナを望む。ギャラリーの周囲は160mのランニング走路

一
足
お
先
に
体
験

た
め
ク
レ
ー
の
運
動
場
を
整
備
。
二
階
は
公

式
戦
に
十
分
対
応
で
き
る
ア
リ
ー
ナ
面
積
を

有
し
、
講
習
会
・
大
会
な
ど
を
開
催
し
な
が

ら
一
流
選
手
の
プ
レ
ー
に
接
し
、
ス
ポ
ー
ツ

技
術
・
意
識
の
高
揚
に
役
立
て
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
三
階
に
は
五
六
〇
席
の
観
覧

席
、
一
六
〇
m
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
走
路
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
親
子
幼
児
健

康
室
、
健
康
体
力
相
談
室
、
会
議
室
な
ど
の

施
設
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

健
康
・
体
力
づ
く
り
を
通
じ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
育
成
の
場
と
し
て
、
大
き
な
期
待
が
持

た
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
本
格
的
オ
ー
プ
ン

は
来
年
一
月
か
ら
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聴
予

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
猶
　
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カトレーニング室には各種機器

回十日町市総合体育館の概要
○所准地　牽日町叢寅畢4鰺藩地1（爵本町1）

O混　期　昭和59．8．霧叢艶、昭和59。12．23竣工

○総エ費ロn億9，967万円

●構造鉄筋コンクリートー部鉄骨造3階建
●建物選床薗積　6，283。82癬、渡り廊下分53．86顯2

　　・1階　2，688。07搬2一屋内運動場（クレー・部分〉野球、陸

　　　　　上、サ・ソカー、ゲートボールなどに潤絹

　　。2階　2，571．44韮n2一ア1ヌーナ（競技場〉バ》一3面、バ

　　　　　スケット2面、ノ｛ド1ミントン茎⑦面、テニス2面

　　。3階1，02431癬・一ギ館灘》一（観覧席）蕊0鷹、ラン潔

　　　　　》グ定路路0搬

●設搬　譲璽一ナ照明工，鵠鍍」iX、麗内運動場照明5G⑤LX、冷

　　　　暖房設備
●敷地面積　＄，翻磐．書癬蟻裁道館分馨奢む〉

●1階
隅
　
　
寄

一
φ
車

上ル

C

健康体力

相談室

EV 管理室和室

上ル

廊
下
上ル

ホール玄関風除室

男子トレー

ニング室
騨　一　騨　　　一　　一

女子トレー

ニング室

更衣室

洗
F
面
所

ζ
7
室

女子
便所

洗
面
所

男子
便所

蓄
7
室

屋内運動場
1360．68m2 親子幼児

健康室 更衣室

1
・
a
o

卓球室
用具室

電
気
室

上ル

機械室
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　　　　　　　き
　　華蒙翻1
麟賜、刀，

　　　　　　　　　｛　　　　”　　　　　　　臼　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　『ず　　　　　　　　　　　　，　　　　　　・

ミ

評

マ
謹

噸　　
籍

二克雪機能を備え

難畿式纂 ■12月23日（日）・午前9時30分～

殿堂にふさわしく斬新で美しい外観

◆スポーツ健康都市宣言◆タイムカプセル埋蔵

1

一12月24日（月）～12月27日休）

一穀蘂開 午前9時～午後4時

サッカーを

　やりたいな

柳和幸くん（西小6年2組）

　シャワールームや選手控室などの

設備が整っていて、とても明るくて

よい体育館だと思います。土の運動

場で冬、サッカーをやりたいな。

とっても広い

　　アリーナ

倉本亜樹さん（西小6年1組）

外からみても中からみても、大き

くてきれいだった。アリーナがとっ

ても広いの。あそこでバスケットボ

ールをやってみたいわ。

冬期の体力・健康づくりのため活用が期待される屋内運動場

●3階 ●2階
下
ル ランニング走路 EV

ロビー

寸
の
）

ギャラリー（216）

／
　
　
R
ド
　
　
＼

絵
＼

㌶／

ギャラリー560（216）

（
寸
O
）

下ル

ノ

ノ

下ル

下
ル ランニング走路（160m）

会議室

用具室
放送室 選手控室 応接室萎E

事務室役員室
廊　　下

上下

ルル

下ル

　風除室
ポ

玄関 1
1 チ
L1

アリーナ 　　1上ル

　　LT

1442．13m2 ホール　ー
上ル

　　ロ

上下

ビ
1

ルル

倉庫 廊 下 下ル

用具室
女子便所 蔀 男子便所 渡廊下
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　　●●

灘囲

　　　　　　対象数1，000世帯　回収数880世帯（回収率88％）

①病気にならないために一一健康診断や健診について

や
る鋤

肪
康
謝
考

健
健

　この1年間で
受けた健康診断・

人間ドック・

　各種検診は

その他の検診2．75％

6．14％

7．61％

◎健康診断や検診について“あま

　り受けない、“受けていない“

　主な理由

・仕事が忙しく時間がとれない

　　　　　　　　（45人）
・健康で異常がない　（44人）

・めんどうくさい　（7人）

・特になんにもない　（7人）

・現在、通院中または定期的に

医師にかかっている　（5人）

●その他｛，i灘らい

黛健康“は、誰でもが考え，臼常

生活の中に注意していまず。何を

するにしても健康を抜きにして行

うことは出i来まぜん。

　十日町南では現在、医舗蒙の協

力を得て『地域医療計画』を策定

していますが、今年8爲に，地域

の注民及び医療機関従事者（ただ・

し医師を除く）の皆さんを対象に

アンケート調壷をi実施しました。

その結果がまとまりましたので、

主な内容についてお知らせしま鐵。

粘健康づくり黙が現在、臼本のどの

地域でも課題となっていますQま

た一方では、いろんな悶題や課題

が慮積みしている現状でもありま

す。この健康対策というものは、

欄入あるいは家庭での対策・対応

が、その地域の“医療寮というも

のに大きなウェートがあるものと

いわれてい謹す。そうした慧昧か

らもここに掲載された慧の獄．餐・

後の地域医療健関じて、貴璽なデ

ー袈と獄る懸の畿霧疑ら凝謙鞍③

0あなたの家に「わが家の健康法」はありますか

あ』『．二る．

37．50％．

1＝背なー稿

』
1
6

．『言2％、

必要だが

　やっていない

　　34．89％

無回答

10．79％

⑪病気になったときや普段の健康について

　相談できる医師がいますか

い　　る

43．18％

．い『』な、F、）

．48・．41％

　無
　回
　答
“8，41％

※「わが家の健康法」ベスト5

NQ1…食生活　　　　　NQ4…早寝早起きなど
NQ2…スポーツ　　　　　　　規則正しい生活
Nα3一健康体操や軽運動　NQ5…医薬や健康食品

⑰健康についての講演会・座談会に参加したことがありますか

あ『る

21．82％

　．11☆な溢怒☆1鱒φ享20％二』．※
1．☆無回答

寵．’一∫8，98％
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⑭現在当市における医院や病院が不足

　していると　　　無回答

　思いま　　　　　20．6％

　すか　　　　、181人　　　田　鶏

0医療機関数の減少を想定した上で、健康管理や

　病気などの場合、あなた自身の対応は

　　NQ1…健康管理を徹底し、病気にならないよう注意する

　　Nα2…定期的に検診を受けるなど早期発見、早期治療につとめる

　　NQ3…市外の医療機関にいく、たよる

　　Nα4…相談できる医師や医療機関を作っておく

　Nα5…少し位のものは自分で治すよう知識を広め努力する

　NQ6…困る、どうしてよいかわからない

一　　　（※中魚沼郡・十日町市を対象に実施しました）　　一

配布数815人　回収数641人（回収率78．65％）

0住民自身の健康管理や医療相談への関心はこの

　地域では強いと思いますか

／19．5％
わからない

8．4％

無回答

　　　　4．8％

強いと思うノ

　
ア講

漏

　
鑛
』

　
と

　
だ
う

　
方
思

　
い

　
な

試
＆普通だと

　　思う

※関心がないと思う原因について

●自分の健康管理は自分でするという意識がない

●PR不足〃
●住民自身の忙しさや精神的、経済的なゆとひ）のなさ。

●医療相談機能（機関）の不足

⑪中魚沼・＋日町において病院、開業医院などの

　医療機関が不足していると思いますか。

答
％

無回
6．40

不足している 不足していない わから
な　い

41．18％ 39．94％ 12．48
　％

ノ 畦

［。1戦］

　　　ノ

　　ノ

　！
　1

／

　　　　’

　　　ノ

　　！

　！

！

，
’
　

不足している

　41．03％

不足していない

　28．08％

わから
な　い
18．72
　％

無回答

12．17
％

［隊嘩」】

⑰中魚沼・十日町において専門分野または技術等

　が不足していると思いますか。

66．77％

義鰹

パ

5．46％

14．19％

㌧受逼ピ・．・尊．亀㌔態1辱

13．58％
二慕，馨蕪

①夜間に受診する患者にこんな指摘

　◎日中に受診できるのに夜間に受診する人がいる

　◎ちょっとしたことですぐ受診せず、家庭での知識

　　識をふやし、様子をみてほしい

　◎安易に救急車を使っている人が多い

地
域
医
療
計
画
策
定
作
業
…
進
行
中
〃

昨
年
の
十
月
か
ら
、
計
画
策
定
を
開

始
し
た
『
地
域
医
療
』
は
、
現
在
、
市

保
健
セ
ン
タ
⊥
二
階
の
一
室
に
事
務
局

が
設
け
ら
れ
、
そ
の
計
画
づ
く
り
が
、

　
着
々
と
進
行
し
て
い
ま
す
。

　
　
現
代
は
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
と

　
よ
り
安
ら
ぎ
の
あ
る
社
会
実
現
の
た
め

　
　
に
、
全
て
の
面
で
、
い
ろ
ん
な
施
策
が

　
　
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

　
　
と
い
う
テ
ー
マ
も
、

な
医
療
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
総
合

的
な
医
療
の
充
実
の
施
策
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　
　
こ
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
十
日
町

　
市
．
中
魚
沼
郡
医
師
会
の
全
面
的
な
協

　
力
を
得
て
、
行
政
の
み
で
策
定
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
地
域
医
療

　
　
　
　
　
　
　
今
後
に
お
い
て
当

然
の
こ
と
と
し
て
推
測
で
き
る
い
ろ
ん

や
課
題
な
ど
の
整
理
な
ど
具
体
的
な
段

階
ま
で
き
て
い
ま
す
。
一
応
は
、
来
年
の

三
月
末
を
目
途
と
し
て
、
計
画
の
基
本

　
構
想
が
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
に
な
っ
て

　
い
ま
す
が
、
医
療
の
課
題
は
い
ろ
ん
な

　
問
題
が
関
連
し
て
い
る
た
め
、
地
域
の

の
で
は
な
く
、
よ
り
現
実
的
な
総
合
的

な
計
画
策
定
を
目
標
に
お
い
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
今
ま
で
に
、
別
掲
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
な
ど
を
は
じ
め
、
医
師
会
と

　
の
数
回
に
及
ぷ
懇
談
、
さ
ら
に
問
題
点

特
性
に
合
っ
た
計
画
づ
く
り
が
大
切
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
よ
い
計
画
づ

く
り
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、

　
こ
の
計
画
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て

　
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

『一丁
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健
康
づ
く
り
を
自
ら
の
手
で
　
　
。
こ
こ
川
治
地
区
公
民
館
を

集
い
の
場
と
し
て
、
　
「
川
治
地
区
自
彊
術
サ
ー
ク
ル
」
の
皆
さ
ん

が
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
七
年
に
公
民
館
の
健
康
教
室
と
し
て
は
じ
め
ら
れ
た

自
彊
術
を
通
し
て
の
健
康
づ
く
り
活
動
が
、
現
在
で
は
す
っ
か
り

自
主
的
な
サ
ー
ク
ル
活
動
と
し
て
定
着
し
、
仲
問
づ
く
り
の
場
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
彊
術
は
、
大
正
の
初
期
に
東
京
で
生
ま
れ
た
体
操
で
、
三
十

一
の
動
作
か
ら
な
り
、
畳
一
枚
の
広
さ
で
で
き
る
全
身
体
操
。
毎
日

自
ら
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
効
果
が
あ
が
る
と
の
こ
と
。
市
内
で

も
、
自
彊
術
普
及
会
十
日
町
支
部
が
普
及
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
健
康
づ
く
り
特
集
と
し
て
、
ユ
ニ
ー
ク
な
自
彊
術
サ

ー
ク
ル
の
活
動
を
写
真
構
成
で
紹
介
し
ま
す
。

蕪弓頴
瀞

講
の
・

喝
む
畢

謬
5韓鰻灘騨

灘

　
　
嬉
・
：

颪
、
　
　
　
の

ド
を髄

蝋
　
”

難羅擁鰹繋懸

難懲

轄
簸

平均年齢約50歳

女性は全員主婦です

風間トシ子さん（山本町1丁目）

　サークルの会員は22人（男／・女2／）。年齢も

30代から60代までと幅広く￥女性は全員主婦です。

家で／人ではなかなかできないので、週／回。木

曜の夜に集まって￥楽しみながらやっています。

鼻ですって□ではく￥そんなにむずかしい体操で

はないですよ。〈サークル代表＞

クルの皆さんサ

どこまでそれるかな。腹筋を伸ばして脊柱を矯正する

運動。　「イチ」、　「ニイ」の号令で20回。体中に汗が

にじんできます。

今日は7人欠席で15人。どうです、美人ぞろいでしょう。
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やった翌朝

体が軽くなります

渡辺　茂さん（河内町）

　少しのことでカゼをひいたりしていて．同じ会

社の人が自彊術をやったらカゼをひかなくなった

という話をきいてはじめてみました。　　　　　，

　柔軟体操なのですが，体が軽くなります。特に￥

やったばかりより翌朝感じます。和気あいあいと

世間ばなしなどしながらやっています。

シコをふむように、腰を落とす運動、20回。

つ
一
」

ゆ
ボ

じ
〃
ー

め
国
里

き
ヲ

・
自区地治旺ヲ

全身を回転させる運動。みてください

この柔軟性とOOO。

腕立て伏せ、これはちよっとむずかしいぞ。10回できるかな。

職

肋骨をかかえて肩を上げ下げする呼吸運動。おなかの出ぐあいは…？

肩こりが

なおりました

阿部トクさん（川治下町第1）

　私は60歳。自彊術をすると老化しないといわれ，

ことしの4目からはじめました。肩こり￥頭痛が

なおり．本当にやってよかったと思っています。

年をとってからもできる体操なので￥みんなとい，

っしょに長く続けたいものですね。

体操がおわれば、持ちよったつけなとこうこで井戸ばた

会議の花が咲く。

ユ㎝『T一　『τ「τ㎜牌
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雪降り前のレポート
　　　　　　　　　　　　　　　　　　窒．
　　　おぢ　う

鍵1

蹴自’．’i簗

一7◎
難
欝

雛
欝　
難

．
鍵　

．
繋

鞭
　
　
　
　
5
■

葦
滝
て
臨
、
蒙
藤
藷
の
膠
、
は
，
屋
讐
惣
騰
確
も
．

慧
っ
箒
効
悩
．
猛
誇
題
ど
謬
画
能
ど
な
豹
ま
す
。
聴
雪
国
嫉
ど
ら
で
・

　
付
制
度
を
哨
鼎
度
班
鍔
禦
、
撚
て
憾
繋
皿
、
騰
篠
繋
準
年
度
は
、
・
こ
の
鶴

　
っ
て
い
る
き
淫
蒼
弱
処
る
と
謹
の
屋
根
雪
麺
理
砺
法
が
市
．

騰一麟騰灘

　このシステムも59豪雪で、長岡市の業者が

データをとって実証済。

「雪捨て場がなくて大変な家で、何か良い方

法がないものかと考えていた。10月に行われ

た雪の博覧会でもいろんな方法を検討したが

仕事の関係もあって、ソーラーによるシステ

ムに決めましたdと平沢さん。

　このシステムは、冬は、家の車庫の操作器

　　　　　　　　　　　（温水ボイラー）

　　　　　　　　　　　の温水を屋根の

　　　　　　　　　　　下に敷いた銅パ

　　　　　　　　　　　イプヘポンプア

　　　　　　　　　　　ップし、循環す

　　　　　　　　　　　る。夏は、太陽

　　　　　　　　　　　熱を受け給湯も

　　　　　　　　　　　可能のようにな

　　　　　　　　　　　っている。

璃藤磁藤㈹騨．

蹄蹄＼／

名鞭

、講
は拳

融　　ヂ　　ロ　　　　　譲
　　萎

晶
目
、
夏
は
太
陽
熱
に
よ
る
給
湯
。

　
　
石
油
ボ
イ
ラ
ー
に
よ
る
融
雪
シ
ス
テ
ム

§
き
畦
i
　
　
　
　
　
下
条
中
央
通
り
平
沢
定
男
さ
ん

理

屋根の上にバーナーを設置
　　　　温空融雪システム

　　　　　　　寿町4丁目目黒博次さん

バーナー）を置いて、その熱（温空気）を送風機で屋根全体に配

管した軽合金のパイプに送り、その温空で雪を融かぞうというも

の。パイプには、無数の小さい穴があけています。

　目黒さんは、このシステムもまだまだ改造する必要があるかも

知れないと話していますが、屋根面積が約30坪のところで、ラン

ニングコストを約4万円弱くらいを予定しているとのこと。雪はi

間違いなく消えると太鼓判。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　垂

灘麟撚撚漁纈姫鰹灘照灘繍　　 撒宜蝦縦　齢購∴　騨磁

　　　十日町市と似た新井市で蒙

　　は、すでに何件かの家がこ

　　　　　　　　　　　　　藩

鶴
　　の方法で融雪をしているそ

　　うです。

　　　「何年か前から良い方法が

　　ないものかと考えていまし

　　たが、屋根を改造してまで

　　は考えられないので、いろ

　　いろな方法を検討して、こ

　　の方法を今年の9月に設置

　　しましたQ」

　　このシステムは、屋根の上

　　にストイ（二灯油による1

＿＿轍＿粥　繍　．、＿＿　＿＿　＿酵　〆一
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’轡一欄鱒糊　　．

稿い温度よりは低温の融雪

温水循環式融雪システム

袋町田村康司さん

　住宅を新築するにあたって、設計者が雪処理方法に良いもの

があるからと話があって、さっそく実現したそうです。

「私の家は、市街地中心部でも雪おろしが一番大変なところ。

以前から良い方法はないものかと考えていました。いろんな方

法がある中でも、最後の最後まで何にしようか迷いました」と

騨頻睾
↑

田村さん。

　この方法は、ボイ

ラーの温水を屋根面

の下に埋設したパネ

ル板にポンプアップ

して循環させるもの。

　屋根面は普通の家

のそれと全然変わり

ません。

雪は高い温度でなく

ともそれ相応の温度

で消えるというのが

このシステムの特色

のひとつです。

　　　謹
撫．羅燃撚　　竈騒㈱縦　．証寧繍筆灘罎牒

養　　　　　　　翻

　すでに地元でも、よく知られてい

る方法です。室内の暖房熱により雪

を融かす方法ですが、　“自然融雪、

が特徴のひとつとなっています。

「融雪屋根にするには、少し不安は

ありましたが、いろいろな方法を検

中
条
北

羅麟講蝋蝋

嚢

馨
　

蒙

嚢

慈

難

　　　　　　　　　　　　　　　士「住んでみなければわからないとい　目

う不安もありましたが、現在（59豪雄

雪経験後の感想として）は、安心し　さ

　　　　　　　　　　　　　　　ん
ていますd

暖房費としての経

費は、通常（普通

の家庭）と変りな

輝麟謬・，
生活は、快適なも

　　　　　　　　整藩

悔㌦

室
内
の
暖
首

　
　
　
よ
る

　
　
柳
式
自

根

脚灘鰍蜷承　　　騰5擬寧．　　　　欄㈱繋，蝋醐　　欝　　　’碍騰，蝋　　鞭騨翻翻紙撫雛，

萎1

　鑑

蘂

萎

馨

　昨年中に、住宅と工場の屋根

面（約6坪）をこの方法でやっ

て実験済。

　「ヒートパイプの効率性にひか

れました。59豪雪は思ったより

は安いコストだったし、このヒ

．一トパイプは、いろいろの方法

がある中でも熱効率が一番良い

ものと思いますよ司

　ヒートパイプをパネル板で面

的に利用したもので、温水を循

環しています。今年は屋根の面

積が15坪になりましたが、コス

ト4～5万円くらいを予定して

いるそうです。

　　　　　　　　　　　i鍵難

温
水
ボ
イ
ラ
ー
と
屋
外
パ
ネ
ル

　
　
　
　
ヒ
ー
ト
パ
イ
プ
融
雪
装
置

　
　
　
　
　
本
町
七
丁
目
井
ノ
川
憲
さ
ん

　
曳

胤
覧
．

灘

※ヒートパイプ……

　銅やステンレスなどの金属パイプ内にアンモ

ニアなど特殊熱媒体液を圧入し、その溜熱で熱

輸送するもので、熱伝導のスピードが通常の金

属の数百倍に達し熱効率が極めて高いものとい

われています。

撒
辮

　脚囎　　　　　　　　　蛇　撒　　，　　　　　　　　　く樹購轍乙㈱’ 撒韓糊z嚇鰍　㍗㈱博棚燃＿蝦㈱；ざ＿‘÷婿紳騨

　驚…欄・躍羅欄繍　 燃繍灘鞭麟購糊灘き一一購轍一一職職鞠鍵

ノγ　一庭野辰雄さん
’　　先日の初雪のときに、十日町より

　　し雪の多く降った南魚沼地方で、　　懸
　　　　　　　　　　　　　　　　　糧　　際に融雪状況を確認してきたそう

舞

き
　
　
羅

　
　
　
灘

　
　
　
　
ノ

ボイラーの温水を融雪マットに

　　　　　　温水融雪システム

難です。

　これで雪おろしとはサヨナラできる。
萎
　コストも安く、雪が消えるこのシス

　テムは、絶対に大丈夫ですよ司と庭

1野さん。
護

　温水をポンプで屋根の上に敷いた特

萎殊合成ゴムでつくられたマットの中
輩

　

嚢などひと冬3万円位しかかからない
篶

　とのこと。

謹
．

「長い間、雪と闘い苦しんできたが
萎馨

蕪に送りこむシステム。灯油、電気代

一一一
・’撒髄囎韓　 餌

丁一丁㎜
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◎スクリュー方式による屋根雪処理

　59年1～3月に石川県白峰村で実験済の方法で、

屋根雪の末端部分に落ちて来た雪をスクリューを

回して細かくし、それを家の近くの流雪溝や測溝

に流し込む方法です。同村では、屋根雪処理方法

として最善の方法であると定義し、全村をあげて

のとり組みにしています。

◎プラヒート融雪屋根

　電熱線を屋根に張りめぐらして屋根を温めて雪

をとかす方法。新築・改築でも布設可能で県内に

約1，000軒の施行例もあり、1時間で3～4cmの雪

をとかすことができます。

◎融雪・太陽熱給湯兼用システム

　屋根全面に融雪パネルをピルトインし、温水循

環で放熱パネル（クリエート融雪パネル）から放

射し、その熱で融雪する方法。冬期以外のシーズ

ンは、放熱パネルを集熱機能に変えて給湯に利用。

　10月に開催された「克雪利雪枝術博覧会」で、

ここに紹介した融雪技術などが出展していまし

たが、中にもすでに市内で行われているものも

いくつかあります。どの方法も問題は燃費など

コストのようです。

、

鰹
継

　　熱源を効率的にするため、雪を金網

　の上に置き、雪の穴があかないように

　してその中に融雪エネルギー（温水を

　タフコンパイプに通す）で雪を密ぺい

　した状態にして、とかす方法です。

　「今年の1月末に積雪が最高に近い状

　況の中で実験をし、融雪可能という結

　果から自分の家にこの“万有式、を設

　置しましたd屋根面積は約30坪と比較

　的大きな家ですが、燃費は5万円以下

　であがるとの見込み。

｝
嚢

馨
鑑

藝

苺
箋
霧

輩

棄

嚢

嚢

肇

執
金
網
に
よ
つ
て
熱
効
率
の
よ
い
融
雪

　
　
　
　
　
　
万
有
式
融
雪
シ
ス
テ
ム

㎜
㎜
　
　
　
　
　
　
稲
荷
町
〒
目
小
林
隆
治
さ
ん

　　　　　　　　　　　　　　　　　唖縛滞鵬　　　躍　　　撒　　　　麟聯醐　　照齢鰐　繍轍撚　鱒難購嫌繊灘職繍騨　　　　　　　　　　　　　　　　　餅

拶
鹸
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雪の事故被害状況〈5ヵ年間〉 屋根雪処理

　雪の事故発生件数は、当然のことながら

降る雪の量に比例します。しかし、雪が少

ないからといって安心してはダメ。常に気

くばりを忘れないようにしましょう。

できるだけ道路に出さずに 落
止

転
防

冬の交通事故防止

●人的被害状況（被害者数）

スリップ事故、踏切事故に注意

流雪溝
水あがりに注意 転落防止を

症状　　年度
程度

署54 55 56 57 58

死　亡 2 1 一 2 6
重　傷 1 6 1 4 6
軽　傷 4 5 1 一 4
合　計 7 12 2 6 16
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％～％事故防止運動期間

　　　　　　　　　1．飲酒運転追放
展三，　2・スリツプ事故

　ロ〔…iヨロ　　　　　防止
　　　　　〆、“ll　q　3．踏切事故の防

　　　　11　　P々　止
　　　．『『＼＼一などに気をつ
　　　＼　　　　　　　　　けましょう。

　　　　　　　　　　誕轟

　　　　　　　　　　　鵬
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面
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会
館
前
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市
の
地
下
水
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現
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決
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て
楽
観
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で
き
る
も
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で
な
い
こ

と
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と
お
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で
す
。
特
に
冬

期
間
は
、
消
雪
の
ポ
ン
プ
が
稼
動
す

る
と
、
全
体
と
し
て
大
き
な
揚
水
量

と
な
り
、
水
道
用
水
、
工
業
用
水
な

ど
に
も
影
響
が
出
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す
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現
在
は
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現
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場
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百
本
の
井
戸
が
あ
り
、
冬
と
夏

の
地
下
水
位
を
比
較
し
て
も
約
六
十

m
も
の
変
動
が
調
査
に
よ
り
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
（
昭
和
五
十
八
年
度
調
査
）

循環散水システム概要

0
臼
O

十日町市民会館

階
．
葭

［］
ド噌

♪、

＼

降雪検知器q
　（赤外線）

轟誕
＼630㎡命

　
　
淘

　
　
　
痛

　
　
マ

　
　
醗

＼
甑

藤
　
　
A
分

　
　
賜

　
　
ヤ

　
　
Q

＼

散水量
630m2×0、42　　mm・mコ

÷2602　mm

紘　　クリーン
循環ポンプ
（2．2Kw）

　ロノ、
戯
鰹
蹴

翻
　
繊

循
環
式
の
消
雪
パ
イ
プ
の
構
造
・
機
能

1散水湾
　ノズル
（新潟式U・U型）

　　　　　　．像

　　　　　　　熱交換器

蹄薗羅i

井　ll

m×60m薩事
こ一難透水層

P＿一＿一＿一＿一＿一＿一＿

　、揚水ポンプ
　4鼻・（11Kw）

蠣｝

揚水井（Cl200㎜×180m）

康
二重管井戸）

第1鶉
帯璽

第『藤
　　　0コ帯水槽。禦

蓋　　　・、3託

　　イ
　　鋼三

揚水・還元（

　
今
月
、
市
民
会
館
前
駐
車
場
に
完

成
し
た
循
環
式
消
パ
イ
は
、
市
内
で

も
初
め
て
の
節
水
（
省
エ
ネ
）
型
消

パ
イ
で
、
大
き
な
特
徴
は
、
次
の
三

点
で
す
。

①
揚
水
環
元
井
…
…
地
下
水
汚
濁
防

止
が
条
件
で
、
循
環
水
の
熱
交
換
を

す
る
井
水
は
、
外
気
に
触
れ
ず
揚
水

さ
れ
環
元
さ
れ
ま
す
。
今
ま
で
は
二

本
の
井
戸
で
行
っ
て
い
た
も
の
を
一

本
の
井
戸
で
両
機
能
を
も
つ
も
の
。

②
熱
交
換
…
…
循
環
水
の
水
温
を
高

め
る
（
同
じ
水
が
循
環
す
る
の
で
消

雪
に
よ
り
温
度
は
低
下
す
る
）
た
め

に
プ
レ
ー
ト
式
熱
交
換
器
（
約
二
百

万
円
）
が
設
定
し
て
あ
り
ま
す
。

③
節
水
型
…
…
普
通
消
パ
イ
は
毎
分

○
・
二
七
尼
の
揚
水
量
で
す
が
、
こ
の

消
パ
イ
は
毎
分
○
・
四
尼
の
揚
水
量

で
す
。
た
だ
し
節
水
と
い
わ
れ
る
点

は
、
散
水
さ
れ
る
量
が
普
通
の
も
の

と
比
較
し
て
、
ほ
と
ん
ど
無
い
（
地

下
に
還
元
す
る
）
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
以
上
三
つ
の
大
き
な
特
徴
の
新
し

い
消
パ
イ
。
今
後
の
地
下
水
（
消
パ

イ
対
策
）
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
で
す
。

北隆鰹方驚か拐董報（12～2月）
　　昭和59年11月20日　新潟地方気象台発表
〈予報の概要〉

この冬は、寒さは長続きしないでしょう。

厳冬期には一時大雪がありますが、冬期
の積雪としては平年並～やや少ないみこ
みです。

〈12月の予報〉

上旬から中旬にかけては暖かな日が多い
でしょう。下旬には次第に季節風が強ま
り、雪の日が多くなるみこみです。

〈1月の予報〉
時々季節風が強まり雪が降りますが、長
続きはしないでしょう。半ば頃を中心に
暖かな日もあ『）、寒暖の変動は大きいみ
こみです。

〈2月の予報〉
季節風は弱く平年に比べ、暖かな晴天の
日が多いでしょう。

★要素別予報
12　月 1　月 2　月

気　温 並 並 やや高い

降水量 並 並 やや少ない

日　照 並 並 やや多い

体糊裂i聴・　竣工
、冬期菰盤蘂藩機能維持施設

赤倉、枯木又地区に続いて、市内では

3ヵ所目となる冬期間の孤立集落の機能

を維持するために行う事業（県単）が11

　　　　　馨　　　　　月28日竣工しま
　　　　灘　　　　　　酸難
　　　　　　　　　　　した。

　　　　　　　　　　　〈施設の概要＞

　　　　　　　　　　　●管理棟…1棟

　　　　　　　　　　　　（鉄筋コンク

　　　　　　　　　　　　リート2階建

　　　　　　　　　　　　103．88m2）

　　　　　　　　　　　●除圧雪用ブル

　　　　　　　　　　　　ドーザー1台

　　　　　　　　　　　●総事業費

　　　　　　　　　　　　22，500千円

　　　　　　　　　　　　　　催　　　　　　　　　　　　開
　　　　　　　　　　　」
　　　　　　　　　　議　　　　　　　　会　　　　　　災　　　　勝　　　　F

　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　●　●　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　　翰　　　　　　　　撫　　　　　　　の　　　　　防　　　桑　害雪

　11月30日、市防災会議が市役所で開

催されました。除雪作業に支障となる

違法駐車対策や飯山線やバス路線など

の交通対策について、それぞれの機関

から発表があケ）ました。

◎除雪路線は全面駐車禁止！

　場合によっては一方通行など臨時規

制も行います。

◎飯山線…運行については万全を期す。

◎バス（越後交通）は通年運行を基本

　に。運休は、急行津南～長岡と新座

　線の2本。
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．
鏑

聾
露
ゾ

　
　
　
　
　
　
　
辱

　
民
話
や
伝
説
は
、
長
い
年
月
を
と
お
し
て
お
年
寄
り
か
ら
子
や
孫
へ
と
語
り
つ
が
れ
た
貴

重
な
文
化
遺
産
で
す
。

　
私
達
の
祖
先
は
、
冬
に
な
る
と
春
の
く
る
の
を
じ
つ
と
待
ち
、
雪
を
耐
え
忍
ん
で
く
ら
し

て
き
ま
し
た
が
、
心
は
、
と
て
も
明
る
く
清
ら
か
で
、
信
仰
や
人
情
、
風
土
に
根
ざ
し
た
素

敵
な
民
話
や
伝
説
を
た
く
さ
ん
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
現
在
の
十
日
町
市
は
、
雪
害
か
ら
の
克
服
・
利
雪
へ
と
明
る
い
雪
国
都
市
づ
く
り
へ
向
け

て
の
施
策
が
急
ピ
ッ
チ
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
祖
先
の
人
々
の
く
ら
し
を
振
り
返
り
、
コ
タ
ツ
の
中
で
親
子
で
話
し
合
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ラ
ス
ト
・
構
成
広
報
協
力
員
鈴
木
　
蘭

金
の
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ヂ
　
ア
し
　

柿
の
タ
ネ
罐
懸
、
．

　
む
か
し
、
む
か
し
、
あ
る
日
、
奥
方
が
、
殿
様

の
前
で
、
う
っ
か
り
屍
を
た
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
　
．

　
無
作
法
だ
と
い
う
の
で
、
殿
様
は
か
ん
か
ん
に

怒
っ
て
奥
方
と
こ
ど
も
を
離
縁
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
ど
も
は
幼
い
の
で
、
そ
ん
な
こ
と
は
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
大
き
く
な
っ
て
母
親
か
ら
事
情
を
き
き
、

こ
ど
も
は
、
殿
様
の
や
り
方
が
ひ
ど
す
ぎ
る
と
、
い
つ
か

仕
返
し
を
し
て
や
ろ
う
と
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
あ
る
と
き
、
こ
ど
も
は
、
金
（
き
ん
）

の
種
を
つ
く
り
、
殿
様
の
お
城
の
前
へ
い
き
、

え
る
よ
う
に
、
大
き
な
声
で
、

”
金
（
き
ん
）
の
な
る
柿
の
種
！
金
（
き
ん
）

は
い
ら
ん
か
ね
ー
”
と
い
い
ま
す
と
、

こ
ど
も
を
お
城
の
中
へ
よ
び
入
れ
ま
し
た
。

「
お
前
は
珍
し
い
種
を
も
っ
て
い
る
が
、

に
金
（
き
ん
）
が
な
る
の
か
」
と
、
念
を
お
し
た
の
で
、

「
生
涯
屍
を
た
れ
な
い
人
が
ま
け
ば
、
必
ず
金
（
き
ん
）

す
」
と
、
答
え
る
と
、
殿
様
は

団

誌

　
　
　
　
　
纏
讐

　
　
　
　
　
寒

　
　
　
　
　
、
霧

を
細
工
し
て
柿
ノ

　
　
殿
様
に
き
こ

　
　
　
の
な
る
柿
の
種

殿
様
が
き
き
つ
け
て
、

そ
れ
を
ま
け
ば
、
本
当

　
　
　
　
　
こ
ど
も
は

　
　
　
　
　
が
な
り
ま

「
人
間
だ
れ
し
も
屍
を
た
れ
な
い
も
の
は
い
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
と
、

す
か
さ
ず
こ
ど
も
は
、
母
親
が
屍
を
た
れ
た
た
め
に
離
縁
に
な
っ
た
の
は

お
か
し
い
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
の
で
、
さ
す
が
の
殿
様
も
返
事
が
で
き

ま
せ
ん
。

　
殿
様
は
、
母
子
を
離
縁
し
た
こ
と
が
間
違
い
で
あ
っ
た
と
さ
と
り
二
人
を

呼
び
戻
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
親
子
三
人
、
幸
せ
に
く
ら
し
ま
し
た
。

〆夕

　　　畢
螂　　・感〆

㌘　　軸蝋轡
　卿

瀬
　
幽卵

嘱

幽　
瓢

ご
、
，沸

備

’・㎎”轡

　
　
　
　
　
　
｝
漣

〆
　
熱
乱
孟
蛋

き
て
ば
っ
た
り
と
倒
れ
て
し
ま
っ
た
・
　
　
・
〆
ン
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
認

う
然
と
し
て
、
そ
の
場
に
た
た
ず
ん
で
い
た
が
、
ふ
と
　
何
ご
　
　
　
　
～
　
護
，

ま
を
と
り
出
し
て
、
し
き
り
に
呪
文
を
と
な
え
は
じ
め
た
。
す
る
と

不
思
議
な
こ
と
に
、
今
ま
で
倒
れ
て
い
た
馬
が
ス
ク
ッ
と
立
ち
あ
が
り
、

近
く
の
沢
か
ら
流
れ
出
る
清
水
を
一
ロ
ガ
バ
ッ
と
飲
ん
だ
か
と
思
う
と
、

声
高
高
と
い
な
な
い
て
俊
賢
を
の
せ
る
と
、
ふ
た
た
び
前
の
よ
う
に
猛
然
と

走
り
出
し
た
。
こ
う
し
て
、
一
日
の
う
ち
に
羽
根
川
氏
を
は
じ
め
と
し
て
、
大

井
田
、
里
見
、
鳥
山
、
田
中
な
ど
、
越
後
の
国
中
を
ふ
れ
ま
わ
り
五
月
八
日
に
は
、

二
千
余
騎
が
新
田
義
貞
の
も
と
に
か
け
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
俊
賢
は
無
事
に
大
任

を
果
す
こ
と
が
で
き
た
の
だ
っ
た
。
戦
い
が
終
っ
て
帰
っ
た
俊
賢
は
、

く
だ
さ
っ
た
観
音
さ
ま
を
祀
る
た
め
に
、

ん
ご
ろ
に
供
養
を
し
た
。
里
人
は
、
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
、

沢
を
”
観
音
沢
”
と
よ
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
今
も
そ
の
地
に
は
、

と
か
を
思
い
出
し
た
よ
う
に
、
ふ
と
こ
ろ
か
ら
守
本
尊
の
観
音
さ
　
　
　
　
　
　
　
・

頼
み
の
馬
に
倒
れ
ら
れ
た
俊
賢
は
、
し
ば
ら
－
の
間
は
ぼ
　
嘉
夢
，
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僻
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
機
講
・

劃
鷺

鍛

　
　
　
　
　
　
噺

　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
略

　
　
　
　
　
　
　
紳

　
　
　
　
　
　
㌦

　
　
　
　
　
　
　
蝋

噛
　
． 　
惣

　ザ　　　　ー
　　　嘱．　1

㌦1
　　　　益

　　　　も
　　　d．、，

　，、－『4〃
■！

婁

　
　
　
　
帆

　
　
　
　
、

　
　
　
エ

噺
　
　
　
　
∞
’

　
　
わ
竪
晒
〆

．
滋
騨

　
　
　
　
賛
、

～
　　　　　　　　1　　　　　　呪一’

撫

ノ犠1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
危
機
を
救
っ
て

あ
の
想
い
出
の
場
所
に
塚
を
築
き
”
南
無
観
世
音
菩
薩
”
と
刻
ん
だ
石
碑
を
建
て
、
ね

　
　
　
　
　
　
そ
の
塚
を
”
観
音
塚
”
と
よ
び
馬
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
清
水
の
出
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
苔
む
し
た
石
塔
が
一
基
静
か
に
立
っ
て
い
る
。

　ぶロロノ

、麟
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高
瀬
屋
の
揖
（
か
い
）

ー
水
沢
1

　
あ
る
冬
、
夕
刻
か
ら
吹
き
は
じ
め
た
吹
雪
は
、
道
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
、
は
げ
し
く
吹
い
て
い
た
。
そ
の
吹
雪
の

中
を
、
一
人
の
年
老
い
た
旅
人
が
道
に
迷
っ
て
ゆ
き
な
や
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、
よ
う
や
く
馬
場
の
部
落
に
た
ど
り
つ
い
た
旅
人

は
、
一
軒
ご
と
に
戸
を
た
た
い
て
一
夜
の
宿
を
頼
ん
で
み
た
。
し
か
し
、
ど
こ
に
い
っ
て
も
、
見
知
ら
ぬ
旅
人
の
た
め
に
、
わ
ざ
わ

ざ
戸
を
開
け
て
く
れ
る
家
も
な
か
っ
た
。
旅
人
は
す
っ
か
り
飢
え
と
寒
さ
に
ふ
る
え
な
が
ら
、
村
は
ず
れ
の
高
瀬
屋
の
前
に
た
ど
り

つ
い
た
。
　
「
旅
の
者
で
す
が
、
道
に
迷
っ
て
困
っ
て
い
る
の
で
す
。
ど
う
か
一
晩
だ
け
と
め
て
く
だ
さ
い
」
と
頼
ん
で
み
た
、

　
す
る
と
親
切
な
高
瀬
屋
の
主
人
は
、
　
「
そ
れ
は
そ
れ
は
、
さ
ぞ
お
困
り
で
し
ょ
う
。
私
の
と
こ
ろ
は
貧
乏
で
何
の
お
も
て
な
し

も
で
き
ま
せ
ん
が
、
ど
う
ぞ
ど
う
ぞ
」
と
、
招
き
入
れ
て
、
炉
に
ど
ん
ど
ん
火
を
燃
や
し
て
、
寒
さ
に
ふ
る
え
る
旅
人
を
温
め
て

や
り
、
そ
の
上
、
あ
す
の
朝
食
に
と
残
し
て
お
い
た
粟
餅
を
焼
い
て
食
べ
さ
せ
た
。
旅
人
は
身
な
り
こ
そ
粗
末
だ
が
、
白
い
ヒ
ゲ

を
は
や
し
た
そ
の
様
子
に
は
、
何
と
な
く
お
か
し
が
た
い
気
品
を
そ
な
え
て
い
た
。
粟
餅
を
食
べ
て
す
っ
か
り
元
気
を
と
り
も
ど

し
た
老
人
は
、
旅
の
面
白
い
話
な
ど
を
き
か
せ
て
く
れ
た
の
で
、
高
瀬
屋
の
主
人
も
夜
の
更
け
る
の
を
忘
れ
て
語
り
あ
い
、
い
く

ら
働
い
て
も
暮
ら
し
が
楽
に
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
も
う
ち
あ
け
た
。
時
の
た
ケ
の
も
忘
れ
て
話
し
こ
ん
で
い
た
二
人
は
、
や
が
て
一

番
鶏
の
声
を
き
い
て
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
そ
し
て
主
人
が
雨
戸
を
開
け
て
み
る
と
、
吹
雪
は
す
っ
か
り
お
さ
ま
り
、
東
の
空
も
明
る
く

な
り
か
け
て
い
た
。
旅
人
は
、
主
人
の
と
め
る
の
も
こ
と
わ
っ
て
、
急
い
で
旅
仕
度
に
と
り
か
か
り
、
玄
関
で
ワ
ラ
靴
を
は
き
な

が
ら
、
　
「
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
何
も
お
礼
に
さ
し
あ
げ
る
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。
幸
い
信
濃
川
の
岸
辺
に
、
小
舟
を

つ
な
い
で
お
き
ま
し
た
か
ら
お
使
い

く
だ
さ
い
」
と
、
言
っ
た
か
と

思
う
と
、
急
に
姿
が
消
え
て

し
ま
っ
た
。
　
「
あ
っ
…
」

と
驚
い
て
、
あ
た
り
を
見

廻
し
て
み
た
が
、
影
も
形

も
な
い
。
　
「
不
思
議
な
こ

と
が
あ
る
も
の
だ
、
き
つ

と
神
様
の
化
身
に
違
い
な

そ
れ
で
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
礎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

い
」
と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、

＼
ヘ
ノ
／
／

　
　
　
　
　
先
刻
の
旅
人
の
言
／

葉
を
思
い
出
し
て
信
濃
川
へ
や

っ
て
来
て
み
た
。
と
こ
ろ
が
果
し
て
、

川
岸
に
大
き
な
揖
（
か
い
）
を
つ
け
た
見
な
れ

な
い
形
の
川
舟
が
一
そ
う
つ
な
い
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
神
さ
ま
の
お
さ
づ
け

と
喜
ん
だ
高
瀬
屋
は
、
こ
の
舟
を
使
っ
て
商

売
を
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

　
村
か
ら
米
を
つ
ん
で
、
長
岡
や
新
潟
ま
で

－
、

／
　
ノ

あ楽
“乙　

　
羅

多㌧／〆

却
，
気

，
覧
、
・
、
ζ

　
・
臼
聾
　
　
　
　
　

㌦

　
　
　
　
＼
械

灘

幅、

嚢
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旨
ー
－
認
ー
・
－
幅
’
錨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
慰
鉱
馬
纏
欄
　

藤
撫
轟
韻
山
鰹
熱
織
｝

　
こ
の
舟
の
お
か
げ
で
、
高
瀬
屋
は
ト
ン
ト
　
、
　
　
　
　
　
・

星
樺
籍
諜
繋
㌔
鞠
鵬
　
　
　
繕
　
．
．

ら
っ
た
舟
は
・
い
ま
は
無
い
が
・
磨
り
へ
つ
　
　
、
譲
蟻
、
．

た
揖
は
、
家
宝
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妻
．
多
　
　

錨
難
難
饗
髪
顛
鋤
鰍
黙
欝
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
ζ
窪

灘
蜜

暴ヤ

暴江
ぴ　　　　　 ヘヘ

曳＿、

欝

季
導
糞

、
、
な
，
冥
、
，
、
、
孝
多
…
ぎ
葺
脅
多
f
壽
き

♂
ノ
掃
．
漁

．
㌶
副
κ

　
　
　
織
』

窩
　
健
　
　
輝
　
　
欝

．
ド
奏
簿
韮
多
妻
、
ρ

搭
☆
4

茎
奮
多
き
妻
く
奎
愛
私
葦
婆
き
蒙
華
萎
菱
震
萎
翫

団
／
！

ド輝

隣

♂

、
，

趨
、

贈爆
　
　
　
　
　
の
タ

刀
翻
磁

　
　
、
養

ン

背
戸
の
高
龍
神
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
中
条
1

　
中
条
の
背
戸
に
、

高
龍
神
社
（
竜
王

さ
ま
）
が
あ
る
。

　
元
弘
三
年

五
月
、
後
醍

醐
天
皇
の

命
を
う
け
て
、

新
田
義
貞
が
勤

王
の
兵
を
お
こ

し
、
鎌
倉
の
北
条

高
氏
を
攻
め
た
て

　
ミ
　
　
　
　
！
」
汐
『

た
力
　
思
う
よ
う

に
は
攻
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

誓
緩
噴
離
ぐ
礁
瀦

の
う
ち
よ
せ
る
稲

鋸
動
岩
　
轍

じ
っ
と

敵
陣
を
う

か
が
っ
て
い

た
。
そ
し
て
、

や
が
て
兜
（
か
ぶ
　
顧

と
）
を
ぬ
ぎ
竜
神

に
向
か
っ
て
、

「
ど
う
か
、

金
造
り
の
太
刃
を
な
げ
い
れ
た
。

　
す
る
と
、
不
思
議
な
こ
と
に
、

　
将
兵
一
同
、

ほ
ろ
ぼ
し
て
、

　
戦
い
が
終
っ
て
凱
旋
す
る
と
き
、

て
城
山
の
麓
に
祀
り
、

　
と
こ
ろ
で
本
尊
が
竜
神
な
の
で
、

　
ン
　
　
　
　
ヤ

ろ
カ
ら

『
熱慧

、
『
－
議
・
．

〆
鱒一
一・　　　、

蜘』『1瀞細灘脚騨噸

㌻

／
ず
　
纏

　
　
　
～
モ

　
　
ノ

雛
灘

鍔

郵

一■「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
き

『
．
麟
麟
騰
講
》
．
　
、
瓢
η

　
　
　
、
撃
イ
．
、
蕩
盤

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿

我
等
の
忠
義
の
ま
ご
こ
ろ
を
お
く
み
い
た
だ
い
て
、
波
を
ひ
か
せ
給
へ
」
と
祈
り
、
腰
に
は
い
て
い
た
黄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
村
ヶ
崎
の
海
が
一
夜
の
う
ち
に
干
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
　
竜
神
の
あ
ら
た
か
な
霊
験
に
い
た
く
心
を
う
た
れ
、
勇
気
百
倍
し
て
鎌
倉
に
攻
め
こ
み
、
北
条
幕
府
を

　
　
建
武
の
中
興
の
も
と
を
つ
く
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
井
田
一
族
は
、
こ
の
竜
神
を
守
神
と
す
る
た
め
、
そ
の
ミ
タ
マ
を
お
む
か
え
し

　
　
　
　
　
そ
の
名
も
高
龍
神
社
（
竜
王
さ
ま
）
と
よ
ん
で
、
中
条
村
の
総
鎮
守
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
で
り
の
と
き
雨
乞
い
を
す
る
と
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
雨
を
降
ら
せ
て
く
れ
る
と
こ

農
の
神
と
し
て
も
崇
敬
さ
れ
て
い
る
。
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る地域社会～

　
　
　
　
　
　
　
カ

ひセ

～魅
献伽献献献舩献献騨献伽伽騨伽献嚇

　
私
た
ち
は
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
多
く
の
人
と
ふ
れ
合
い
、
い

ろ
ん
な
体
験
を
し
な
が
ら
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
少
し
で

も
”
住
み
よ
い
生
活
”
が
で
き
る
よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
”
住
み
よ
い
生
活
”
を
求
め
、
お
互
い
協
力
し
行
動
す
る

こ
と
が
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」
の
は
じ
ま
り
と
い
え
ま
す
。

　
こ
う
し
た
活
動
は
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
も
た
く
さ
ん
あ
り

一
人
ひ
と
り
参
加
も
し
て
い
ま
す
。
で
も
何
と
な
く
参
加
と
い
う

気
持
を
も
っ
て
い
る
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
こ
で
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
づ
く
り
」
を
見
つ
め
直
し
、
よ
り
一

歩
前
進
し
た
活
動
を
進
め
た
い
も
の
で
す
。

舩舩嚇伽伽伽舩卵献献献騨献献献酬献

1
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
っ
て

　
　
　
　
　
何
で
し
ょ
う

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
い
う
言
葉

が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
が
、
一
体
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
一
般
的
に
は
、
　
”
近
隣
社
会
”
と

か
”
地
域
社
会
”
　
”
生
活
共
同
体
”

な
ど
と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
幅
広

い
内
容
を
も
つ
言
葉
で
す
の
で
、
一

言
で
表
現
す
る
に
は
た
い
へ
ん
難
し

い
言
葉
で
す
。

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
は
、
　
一
定

の
地
域
に
住
む
人
び
と
が
、
「
私
た
ち

の
地
域
は
将
来
ど
う
あ
る
べ
き
か
」

「
住
み
よ
く
す
る
た
め
に
は
ど
ん
な親と子、地区こぞって“ほんやら洞、

問
題
が
あ
る
の
か
」
　
「
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

か
」
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
を
、
他
人

ま
か
せ
で
は
な
く
、
み
ん
な
で
考
え
、

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
行
動
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
つ
く
り
あ
げ
る
、
「
う

る
お
い
の
あ
る
住
み
よ
い
地
域
社
会

　
　
連
帯
感
あ
る
人
々
の
集
ま
り
」

と
い
え
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
は

　
　
　
な
ぜ
必
要

　
　
　
　
な
の
で
し
ょ
う
か

　
私
た
ち
の
日
常
生
活
は
、
経
済
の

高
度
成
長
と
と
も
に
近
代
的
に
な
り
、

昔
に
く
ら
べ
る
と
随
分
と
便
利
に
な

り
ま
し
た
。

　
反
面
、
社
会
が
多
様
化
、
複
雑
化

と
な
り
、
生
活
環
境
の
悪
化
を
は
じ

め
多
く
の
問
題
が
私
た
ち
の
ま
わ
り

に
起
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
象

は
、
生
活
の
豊
か
さ
や
便
利
さ
を
求

め
る
あ
ま
り
、
自
己
中
心
的
な
考
え

方
が
強
ま
り
、
地
域
に
対
す
る
愛
着

心
や
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
合
い
、
あ

た
た
か
い
思
い
や
り
の
気
持
ち
が
薄

れ
て
き
た
こ
と
に
も
原
因
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
誰
も
が
「
う
る
お
い
の
あ
る
住
み

よ
い
生
活
」
を
望
ん
で
い
ま
す
。
で

も
自
分
一
人
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
地

域
集
会
を
中
心
に
生
活
を
営
ん
で
い

く
以
上
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
は

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
私
た
ち

に
与
え
ら
れ
た
課
題
と
い
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
は

　
　
　
“
市
民
と
行
政
”
の

　
　
　
　
　
　
二
人
三
脚
で
す

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
、
　
「
う
る
お

い
の
あ
る
地
域
社
会
　
　
連
帯
感
あ

る
人
々
の
集
ま
り
」
だ
と
い
い
ま
し

た
。
つ
ま
り
、
居
住
地
域
を
同
じ
く

す
る
人
々
の
地
域
集
団
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
地
域
の
一
員
と
し
て
、
地
域
に
対

す
る
関
心
を
深
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
　
「
誰
か
が
や
っ
て
く
れ
る
だ
ろ

う
」
と
か
「
あ
の
人
に
任
せ
て
お
け

ば
…
…
」
と
い
っ
た
気
持
ち
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　

　
そ
こ
に
生
活
し
、
一
番
地
域
を
知

っ
て
い
る
一
人
ひ
と
り
の
力
が
結
集

さ
れ
て
、
は
じ
め
て
個
性
あ
る
活
力

に
満
ち
た
地
域
づ
く
り
が
で
き
る
の

で
す
。

　
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

が
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
の
条
件
の

整
備
、
例
え
ば
意
識
の
啓
発
や
、
活

動
促
進
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
、

施
設
整
備
に
対
す
る
助
成
援
助
な
ど
、

側
面
か
ら
協
力
す
る
の
が
行
政
の
役

割
と
い
え
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
づ
く
り
は
”
市
民

が
主
、
行
政
が
従
”
の
二
人
三
脚
と

い
え
ま
す
。
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い地域社会～～住みよ

りはリ
アイ二ユ

、
可
、

コ

II
地
域
で
は

こ
ん
な
活
動
が

・
・
一
§
．
◆
二
撃
◆
‘
毫
7
◆
‘
邑
一
・
◆
・
三
亨
◆
三
冒
．
◆
‘
毫
一
．
◆
二
害
．
◆
‘
…
響
．
◆
‘
…
曹
．
◆
・
三
マ
◆
邑
マ
◆
・
．
邑
7
◆
・
邑
マ
◆
ム
マ
◆
‘
一
一
智
。
◆
‘
…
7
◆
・
邑
マ
◆
∴
讐
・
◆
・
邑
マ
◆
・
三
亨
◆
・
■
一
一
亨

　　　　　◆　　　　ぜ幅叫一び

心
を
つ
な
ぐ
手
づ
く
り
の
ミ
ニ
コ
ミ
紙

　
　
　
　
　
緑
　
町
・
下
組
地
区

㌧
ギ
2
‘
等
！
5
一
マ
，
一
マ
，
一
亨
｝
‘
等
，
一
一
5
号
，
＝
マ
！
5
一
一
5
一
一
5
一
マ
，
一
マ
争
等
，
一
マ
！
‘
呂
；
》

　
　
1
つ
き
あ
い
ー

　
”
緑
町
”
土
市
第
二
区
の
六
・
七

組
の
こ
と
で
す
。
二
十
七
世
帯
の
大

半
が
、
他
の
町
内
や
市
外
か
ら
転
居

し
た
働
き
盛
り
の
人
た
ち
で
、
新
興

住
宅
地
と
い
え
ま
す
。

　
世
帯
数
が
ま
だ
十
五
戸
の
五
十
二

年
九
月
の
こ
と
。
親
睦
会
の
話
し
が

は
ず
み
、
　
「
新
し
い
街
は
も
っ
と
親

睦
を
深
め
、
よ
い
慣
習
と
足
跡
を
残

そ
う
で
は
な
い
か
」
と
な
り
、
十
一

月
に
第
一
号
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
事
・
出
生
・
入
学
な
ど
の
お
知
ら

　　　　　　　　　　　　　　s．
　　　　　　　　　　　　　灘

　　　　　　　　　　　　墾

　　　　　　　　　　　多　　　　　　　　　　　ヂ　　　　　　　　灘
　　i嚢

蕪
毒

嚇
．
鰻
灘

　
　
　
獣

鰹
　
　
　
腰

　
　
　
髪

護

〆…ト嚇’F’r㌔

せ
、
転
入
家
庭
の
紹
介
、
ち
ょ
っ
と

し
た
問
題
を
投
げ
か
け
た
”
井
戸
端

会
議
”
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
背
伸
び
を
し
な
い
で
、
年
四
回
程

度
発
行
の
小
さ
な
街
の
人
情
味
あ
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
た
た
よ
り
で
す
。

1
ち
ゃ
の
み
ば
な
し
1

　
下
条
公
民
館
下
組
分
館
地
区
（
水

口
・
新
保
・
下
山
・
新
光
寺
、
一
二

八
世
帯
）
が
、
分
館
活
動
の
一
環
と

し
て
今
年
六
月
か
ら
月
一
回
発
行
。

「
情
報
化
社
会
で
国
内
外
の
ニ
ュ
ー

ス
は
す
ぐ
分
か
る
の
に
、
近
所
の
こ

淵　
　
す
と
は
案
外
に
…
…
。
健
康
で
明
る
い

　
　
で
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
」
と
、
各
町

　
　
つ

　
　
せ
内
か
ら
編
集
委
員
を
選
出
し
、
始
め

　
、
い

　
、
，
た
ま
し
た
．

　
　
謎
　
　
地
域
の
行
催
事
・
出
生
・
結
婚
な
ど

　
　
　
、やのみばなし、と“つきあ㌧

、
薦
男
な
ど
気
配
り
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
・

の
ニ
ュ
ー
ス
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
ま
た

地
域
づ
く
り
と
い
っ
た
記
事
が
満
載

さ
れ
て
ま
す
。

　
歴
史
あ
る
地
区
と
あ
っ
て
、
名
前

に
は
す
べ
て
屋
号
を
記
し
、
“
ち
ゃ
の

み
ば
な
し
”
に
ち
な
み
湯
呑
み
、
急
須

な
ど
毎
号
違
っ
た
カ
ッ
ト
を
入
れ
る

、
胤
ー
≒
ー
辱
ー
毒
ー
等
ー
辱
ー
警
ー
…
ー
集
ー
ー
ー
ー
毒
ー
ー
ー
寺
ー
ー
ー
毒
ー
◆
ノ

蜘
さ
わ
や
か
笑
顔
で
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
漣

4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

〆
　
　
　
　
吉
田
地
区
青
少
年
育
成
協
議
会
　
　
　
　
、

〆
　
y
睾
◆
拳
◆
睾
◆
睾
◆
睾
◆
睾
◆
睾
◆
睾
◆
も
◆
も
◆
も
◆
睾
◆
≒
◆
も
◆
≒
◆
も
◆
も
◆
も
◆
も
◆
睾
◆
壽
、

　
明
る
く
健
や
か
な
子
ど
も
た
ち
に

育
て
る
に
は
、
　
「
は
い
、
い
い
え
」

元
気
な
返
事
が
基
本
と
、
鐙
島
小
学

校
と
P
T
A
が
一
体
と
な
っ
て
、
学

校
区
の
婦
人
会
、
老
人
会
な
ど
に
も

呼
び
か
け
、
五
十
六
年
に
「
あ
い
さ
つ

運
動
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
よ
う
と
吉

田
地
区
青
少
年
育
成
協
議
会
・
同
地

区
小
・
中
学
校
長
会
が
中
心
と
な
り
、

各
種
団
体
の
協
力
を
得
て
、
翌
五
十

七
年
四
月
の
入
学
時
か
ら
は
地
域
ぐ

る
み
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
運
動
の
第
一
歩
と
し
て
全
家
庭
に

“
あ
い
さ
つ
は
家
庭
か
ら
”
の
P
R

チ
ラ
シ
の
配
布
。
小
・
中
学
生
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
学
校

区
同
士
の
情
報
交
換
な
ど
。
さ
ら
に

は
小
・
中
・
高
校
生
・
一
般
を
対
象
に

標
語
募
集
を
行
い
、
応
募
作
品
約
七

八
○
点
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
優
秀

作
品
の
立
看
板
を
つ
く
り
、
道
路
沿

い
、
集
会
所
入
口
に
設
置
す
る
な
ど

よ
り
地
域
に
根
ざ
し
た
運
動
の
推
進

を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
挨
拶
は
よ
く
な
り
、

話
し
声
も
ふ
え
て
き
た
そ
う
で
す
が
、

ユ
噛
？
も
．
．
◆
i
一
冒
．
．
◆
．
一
…
，
◆
．
毛
．
．
◆
．
亀
．
．
◆
．
毛
，
◆
毒
．
．
◆
も
．
◆
も
，
◆
も
．
◆
も
．
．
◆
も
，
◆
垂
，
◆
毒
．
◆
も
．
◆
毒
．
．
◆
皇
，
◆
毒
，
◆
も
．
◆
喜
，
◆
．
毛
．
．
◆

調
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甑

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

昭
動
き
だ
し
た
若
者
の
地
域
づ
く
り
　
曳

　
順
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

、
　
　
　
　
飛
渡
お
こ
し
青
年
会
議
　
　
　
ノ

物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罐

◆
‘
魯
マ
◆
・
毒
◆
‘
一
マ
◆
‘
奮
・
◆
・
垂
。
◆
己
亨
◆
‘
舞
。
◆
‘
一
署
◆
■
●
讐
・
◆
ム
マ
◆
‘
呂
マ
◆
‘
讐
・
◆
・
・
讐
・
◆
・
も
．
◆
‘
讐
．
◆
ム
マ
◆
‘
讐
．
◆
‘
毒
。
◆
‘
3
マ
◆
‘
等
◆
・
，
善
・
◆

　
　
　
「
自
分
た
ち
が
誇
れ
る
地
域
、
自

　
分
の
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
住
め
る

“
村
づ
く
り
を
し
よ
う
」
と
、
地
区
体

グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

ン
育
協
会
の
三
十
歳
前
後
の
者
が
　
三

キ
年
前
に
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

イ
￥
　
　
こ
の
メ
ン
バ
ー
二
十
三
人
の
若
者

ノ

山
も
、
現
象
化
し
て
い
る
過
疎
を
直
視

置笠
す
る
の
が
不
安
で
、
お
互
い
避
け
が

や

高
ち
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
地
域
は

最ま
　
”
過
疎
化
、
活
動
が
鈍
化
そ
し
て
ま

む分
た
過
疎
へ
と
、
悪
循
環
の
繰
り
返
し

気
だ
っ
た
”
券
析
し
て
い
ま
す
・

　
　
今
年
で
三
回
目
の
笠
置
山
ハ
イ
キ

　
ン
グ
、
は
じ
め
て
の
紅
葉
ジ
ュ
ギ
ン

大
人
た
ち
が
今
一
歩
と
か
。
　
”
挨
拶

そ
し
て
会
話
へ
”
一
番
の
基
本
な
が

ら
地
味
な
運
動
だ
け
に
一
歩
一
歩
進

め
な
が
ら
、
　
「
明
る
い
家
庭
、
明
る

い
地
域
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。まず「おはよう！」鐙島小の子どもたち

グ
大
会
は
、
地
区
住
民
が
集
ま
り
談

笑
す
る
場
に
と
計
画
し
ま
し
た
。
ま

た
、
家
族
で
”
飛
渡
の
将
来
”
に
つ

い
て
話
し
合
う
場
に
と
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
笠
置
山
キ
ャ
ン
プ
場
の
管

理
、
三
ツ
山
の
”
田
毎
の
月
”
再
現
、

神
社
・
仏
閣
な
ど
の
調
査
、
地
域
の
散

策
と
、
今
あ
る
も
の
は
大
切
に
、
昔

の
も
の
は
掘
り
起
こ
し
、
そ
し
て
新

し
い
も
の
の
発
見
と
、
活
性
源
を
捜

し
出
す
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
農
業
青
年
ら
し
く
、

地
域
づ
く
り
に
米
づ
く
り
は
欠
か
せ

な
い
と
し
、
農
業
講
座
を
開
催
。
ま

た
県
外
の
先
進
地
の
視
察
も
行
い
、

来
年
は
自
分
た
ち
の
手
に
よ
る
肥
料

設
計
で
二
・
三
反
歩
の
実
験
田
を
行

う
と
ハ
リ
キ
ッ
て
い
ま
す
。

一丁
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、
≒
◆
毒
◆
≒
◆
睾
◆
≒
◆
睾
◆
も
◆
も
◆
≒
◆
睾
◆
睾
◆
も
◆
睾
◆
も
◆
≒
◆
≒
◆
寺
◆
≒
◆
も
◆
睾
◆
ざ

勿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

牧
地
域
一
丸
の
「
あ
じ
さ
い
公
園
し
づ
く
り
　
〆

“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

〆
　
　
　
　
　
あ
じ
さ
い
公
園
を
つ
く
る
会
　
　
　
　
　
～

－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％
，

ボ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
γ
二
一
曹
7
◆
‘
邑
7
◆
‘
一
マ
◆
‘
昌
一
7
◆
毛
一
・
◆
曹
5
窒
・
◆
■
昌
騨
一
7
◆
‘
一
一
一
7
◆
‘
一
一
一
7
◆
‘
昌
マ
◆
ム
マ
◆
i
琴
◆
直
マ
◆
‘
。
一
冒
．
◆
‘
一
一
一
7
◆
己
一
讐
．
◆
・
・
一
一
冒
．
◆
己
一
一
甲
一
．
◆
．
一
一
一
号
．
◆
．
・
一
書
．
◆
‘
一
一
冒
、

　
地
場
産
業
の
停
滞
ム
ー
ド
の
中
、

「
自
分
た
ち
の
力
で
自
慢
で
き
る
名

所
を
つ
く
っ
て
、
地
域
お
こ
し
に
結

び
つ
け
よ
う
」
と
、
五
十
五
年
四
月

に
八
箇
地
区
振
興
会
青
壮
年
部
（
会

員
九
十
五
名
）
が
公
園
建
設
構
想
を

打
ち
出
し
ま
し
た
。
造
成
地
の
選
定
、

育
て
る
花
は
、
雪
に
強
い
そ
し
て
多

く
の
庭
先
で
愛
さ
れ
、
開
花
期
も
長

い
“
あ
じ
さ
い
”
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
初
年
度
は
雑
木
の
伐
採
、
焼
き
払

い
な
ど
の
造
成
作
業
。
翌
五
十
六
年
十

一
月
に
三
〇
〇
株
を
初
め
て
植
え
付

け
。
そ
の
後
も
地
域
一
丸
と
な
っ
た

造
成
、
植
え
付
け
、
施
肥
、
消
毒
な
ど

の
作
業
の
結
果
、
今
年
は
三
㎞
の
造

成
地
に
五
、
九
〇
〇
株
、
十
万
本
が
開

花
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
多
く
の
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
あ

じ
さ
い
。
鎌
倉
・
あ
じ
さ
い
寺
（
明

月
院
）
、
四
国
・
金
比
羅
様
、
善
光
寺
、

姉
妹
都
市
コ
モ
市
（
さ
し
木
中
）
の

あ
じ
さ
い
も
あ
り
、
花
で
結
ぷ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
づ
く
り
を
す
す
め
て

い
ま
す
。

　
善
意
の
あ
じ
さ
い
、
“
お
し
ん
像
”

建
立
に
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
浄
財
に

支
え
ら
れ
、
今
年
か
ら
は
目
標
の
一

・
一
呂
曽
．
◆
‘
亀
冒
．
◆
‘
昌
一
尊
．
◆
ム
一
讐
．
◆
・
一
昌
冒
．
◆
・
・
昌
一
甲
．
◆
‘
萎
．
◆
‘
呂
雪
．
◆
‘
急
一
．
◆
‘
一
＝
一
．
◆
‘
呂
雪
．
◆
皇
，
．
◆
‘
…
7
◆
δ
一
す
◆
・
も
・
◆
i
一
＝
7
◆
皇
7
◆
‘
一
零
7
◆
・
甲
呂
マ
◆
・
色
冒
・
◆
‘
釜
・
◆
、
、
一
＝
一
・

’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

ノ
　
．
赤
倉
神
楽
」
を
子
ど
も
た
ち
の
手
に
　
～

㌦
　
　
　
赤
倉
神
楽
保
存
会
　
　
　
！

』
一
；
垂
2
，
星
5
等
，
多
奉
！
‘
も
◆
も
2
‘
菖
；
等
◆
呂
‘
呂
；
等
｝
‘
；
摯
！
マ
！
…
し

　
　
市
指
定
文
化
財
の
民
俗
芸
能
”
赤

　
倉
神
楽
”
を
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

　
ち
に
伝
え
よ
う
と
、
毎
年
三
学
期
の

ネ会
放
課
後
を
利
用
し
て
父
兄
な
ど
五
・
六

表　
人
が
交
替
で
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

発ら
　
　
「
若
者
が
街
場
に
仕
事
に
出
る
よ

ぐ
う
に
な
り
踊
り
手
が
減
っ
て
き
た
。

ヤ

坊
子
ど
も
た
ち
に
村
へ
の
愛
着
を
も
っ

台
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
村
の
思
い
。

舞の
　
「
学
校
は
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
大

れ
切
。
小
規
模
校
、
小
さ
な
地
域
に
な

圭
目日

れ
ば
な
る
ほ
ど
、
神
楽
を
通
し
て
学

　
校
と
地
域
の
交
流
が
も
て
れ
ば
、
子

　
ど
も
た
ち
に
は
神
楽
と
い
う
伝
統
文

万
二
、
○
○
○
株
、
五
十
万
本
達
成
に

向
け
第
二
期
造
成
を
始
め
ま
し
た
。

　
将
来
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
シ
ン
ボ

ル
“
あ
じ
さ
い
観
音
”
の
建
立
と
苦

難
の
中
に
も
夢
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。南中親子レクの草取り作業

化
を
通
し
て
歴
史
の
勉
強
を
、
そ
し

て
郷
土
愛
を
育
て
た
い
」
と
い
う
学

校
側
。
こ
の
よ
う
に
し
て
十
二
年
前

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
真
冬
期
、
先
生
の
見
守
る
中
、
子

ど
も
た
ち
と
父
兄
な
ど
．
の
ス
キ
ン
シ

ッ
プ
を
通
し
て
の
暖
か
い
練
習
が
続

け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
成
果
を
三
学
期

も
終
り
に
近
い
三
月
中
旬
、
地
区
民

全
員
が
集
ま
っ
て
の
“
か
ぐ
ら
発
表

会
”
を
行
い
ま
す
。
十
三
あ
る
神
楽

の
う
ち
卒
業
す
る
ま
で
に
四
・
五
の

神
楽
を
マ
ス
タ
ー
す
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
今
年
春
か
ら
は
、
子
ど
も

た
ち
に
刺
激
さ
れ
婦
人
た
ち
も
月
三

回
練
習
し
て
い
ま
す
。
世
帯
数
二
十

三
戸
と
い
う
小
さ
な
地
区
で
す
が
、

子
供
か
ら
老
人
ま
で
が
、
赤
倉
神
楽

の
伝
承
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

・
邑
7
・
◆
。
一
畢
マ
◆
・
邑
マ
◆
’
一
一
一
一
・
・
◆
、
一
一
一
。
・
・
◆
ム
マ
◆
■
一
一
マ
◆
■
畠
零
・
◆
・
一
3
窒
◆
。
一
一
一
マ
◆
・
邑
7
・
◆
・
邑
マ
◆
・
皇
7
◆
‘
昌
曾
・
◆
・
一
暑
マ
◆
主
一
・
・
◆
・
昌
一
7
・
◆
蕊
一
7
・
◆
。
呂
曹
一
．
・
◆
も
．
．
◆
畠
一
雪
．
，
◆
．
轟
冒
．

ぴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

♂
薯
が
つ
く
つ
た
．
書
街
道
歩
け
歩
け
大
会
凱

鞠
　
　
　
　
六
箇
地
区
体
育
協
会
　
　
　
　
！

ゆ～
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
≒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
琴
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
も
全
一
一
‘
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
％

　
「
昔
妻
有
の
里
か
ら
三
国
峠
へ
越

え
た
道
、
そ
の
歴
史
を
探
り
な
が
ら

秋
空
の
下
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
六

箇
の
街
道
を
み
ん
な
で
歩
こ
う
！
」

妻
有
街
道
歩
け
歩
け
大
会
で
す
。

　
六
箇
地
区
体
育
協
会
の
三
十
歳
前

後
の
若
者
が
中
心
と
な
り
、
　
”
歩
き

な
が
ら
六
箇
の
歴
史
を
、
現
在
を
広

く
知
っ
て
も
ら
お
う
。
参
加
者
の
体

力
向
上
を
”
と
五
十
五
年
に
始
め
ま

し
た
。

　
市
役
所
前
ス
タ
ー
ト
、
栃
窪
峠
の

護
国
観
音
ゴ
ー
ル
の
約
十
八
㎞
の
コ

ー
ス
で
す
。
途
中
、
名
物
田
麦
ソ
バ
、

山
賊
汁
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
参
加

者
は
昔
の
番
人
姿
の
役
員
が
待
つ
関

所
を
通
っ
て
ゴ
ー
ル
イ
ン
。
あ
た
か

も
昔
の
旅
人
に
な
っ
た
か
の
気
分
が

満
喫
で
き
る
楽
し
い
行
事
で
す
。
距

離
が
手
ご
ろ
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
親

子
連
れ
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
片
道
コ
ー
ス
の
た
め
、
帰
路
の
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
の
配
車
、
関
所
、
手
形

通
行
証
づ
く
り
、
コ
ー
ス
の
下
見
作

業
。
第
一
、
二
回
目
は
、
郡
内
に
広

報
車
も
走
ら
せ
た
そ
う
で
す
。

　
今
年
で
五
回
目
と
は
い
え
、
ま
だ

ま
だ
と
い
う
謙
虚
な
姿
勢
が
、
参
加

しボる　　　　　　　し

ダ　　、
◆　　　　‘

i地i，　　　◆

1区i
，馬　　l
i場のi
◆　　　　◆

窪羅i

◆　　　　◆
i場盤1
‘会　 1≒　　　　　　色
◆　　　　◆
も　　　　　　　ム
◆　　　　◆
き　　　　　　　ゑ
◆　　　　◆
ゑ　　　　　　　　　　　　　　　る

◆　　　‘ム

マ　　　　　　毒
◎　　　　グ
物　　　　　　　ボ

r臥　　　　　　．」r嚇rひ。ψrひ漕

　
　
　
”
青
年
団
を
卒
業
し
て
し
ま
う
と

“
や
る
こ
と
が
…
…
”
と
物
足
り
な
さ

く
つ
を
感
じ
る
中
、
　
「
お
互
い
の
よ
り
親

ヤ

勧
睦
を
、
地
区
発
展
の
た
め
に
、
そ
し

桃
て
何
よ
り
も
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
、

こ
楽
し
い
思
い
出
を
残
し
て
や
ろ
う
」

み渦
　
と
い
う
趣
旨
で
発
足
し
た
の
が
五
十

て
ん
五
年
。
二
十
六
歳
か
ら
厄
お
と
し
の

て
四
十
二
歳
ま
で
の
働
き
盛
り
四
十
六

半
の
人
の
会
は
、
馬
場
地
区
の
「
苗
場
会
」

いろ
で
す
．

そ
　
　
子
ど
も
た
ち
、
地
区
住
民
に
心
か

お
ら
楽
し
ん
ξ
お
う
と
・
何
薯

　
か
っ
た
秋
ま
つ
り
1
白
山
姫
神
社
大

者
の
感
想
を
聞
き
、
翌
年
に
は
全
員

に
案
内
状
を
送
る
と
い
っ
た
中
に
感

じ
ら
れ
ま
す
。

　
着
実
に
広
が
り
の
輪
が
期
待
で
き

る
手
づ
く
り
の
ま
つ
り
で
す
。

「通行証をお見せください」

祭
に
は
、
境
内
の
仮
設
舞
台
で
演
ず

る
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
演
芸
大
会
、
わ

た
あ
め
・
金
魚
す
く
い
な
ど
の
夜
店
、

花
火
大
会
、
子
ど
も
と
大
人
が
お
そ

ろ
い
の
祭
り
挫
て
ん
を
着
て
か
つ
ぐ

子
ど
も
み
こ
し
。
企
画
、
演
出
、
進

行
と
す
べ
て
手
づ
く
り
の
ま
つ
り
で

す
が
、
露
店
商
が
目
を
つ
け
る
ほ
ど

盛
大
な
ま
つ
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
花
見
大
会
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
〕
雪
上
運
動
会
な
ど
、
年
間
を

通
し
て
地
区
民
が
交
流
で
き
る
場
を

計
画
し
、
青
年
団
と
協
力
し
な
が
ら

盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
自
ら
の
学
習
の
場
と

し
て
、
講
師
を
招
い
て
の
懇
談
会
を

開
催
し
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え

る
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
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蜘
市
街
地
に
「
体
育
協
会
」
誕
生
　
〆

◆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
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四
年
毎
に
開
催
の
市
民
体
育
大
会

の
十
日
町
東
チ
ー
ム
。
美
佐
島
地
区

体
育
協
会
加
入
町
内
を
除
い
た
十
三

の
市
街
地
町
内
（
本
町
四
、
五
、
六

の
一
・
二
・
三
、
田
中
町
本
・
東
・

西
、
川
原
町
、
上
川
町
、
田
川
町
一
・

二
・
三
、
上
川
町
－
約
九
〇
〇
世
帯
）

が
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
通
し
て
横
の
つ
な
が
り
を

も
と
う
と
、
今
年
六
月
に
全
戸
加
入

の
東
部
地
区
体
育
協
会
を
結
成
し
ま

し
た
。

　
最
下
位
か
ら
前
回
五
十
七
年
の
大

会
は
一
躍
四
位
に
、
そ
れ
も
あ
と
七

点
取
れ
ば
二
位
と
い
う
接
戦
。
雪
辱

を
期
し
て
、
各
町
内
一
丸
と
な
っ
て

の
予
選
会
か
ら
の
熱
気
が
体
協
結
成

へ
の
キ
ッ
カ
ケ
に
な
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。

　
七
月
の
恒
例
の
地
区
民
運
動
会
デ

ー
に
は
、
先
輩
格
の
美
佐
島
体
協
と

合
同
で
東
部
地
区
運
動
会
を
開
催
。

九
月
の
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
は
、

東
部
体
協
選
抜
で
ニ
チ
ー
ム
参
加
、

十
月
に
は
、
美
佐
島
体
協
合
同
の
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
と
、
結
成
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
今
ま
で
に
な
い
ふ
れ
あ

い
が
で
き
た
と
の
反
応
が
表
わ
れ
て
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．
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桜
の
名
所
に
と
、
三
十
年
前
に
神

　
明
公
園
に
植
え
た
桜
が
咲
き
、
子
ど

業
も
た
ち
に
、
地
元
民
が
身
近
で
楽
し

作
め
る
中
峰
ス
キ
ー
場
の
造
成
な
ど
。

ヲー
住
民
奉
仕
に
よ
る
地
域
づ
く
り
活
動

くづ
を
さ
ら
に
確
固
た
る
も
の
に
し
よ
う

道
　
、
　
　
　
　
　
　
、

歩
と
　
五
十
七
年
六
月
　
青
壮
年
を
中

遊
心
と
し
た
”
下
条
を
考
え
る
会
”
が

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

て
生
ま
れ
、
地
区
体
協
、
P
T
A
　
商

龍
工
青
年
部
会
な
ど
と
呼
応
し
、
「
雪
を

流を
克
服
し
、
若
者
の
定
住
す
る
コ
ミ
ュ

干、
、
、
ニ
テ
ィ
タ
ウ
ン
下
条
を
つ
く
ろ
う
」

　
を
合
言
葉
に
、
各
種
団
体
を
網
羅
し

　
た
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
事
業
推
進
会
議

き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
活
動
を
通
し

て
よ
り
結
び
つ
き
を
強
め
よ
う
と
、

来
年
度
は
両
体
協
の
一
本
化
の
気
運

も
高
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
罎
『

はじめての“東部地区運動会。

が
九
月
に
結
成
さ
れ
、
五
十
八
年
度

か
ら
三
年
計
画
で
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
育

成
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
神
明
公
園
“
子
ど
も
か
ら
老
人
ま

で
プ
レ
ー
で
き
る
県
内
で
は
は
じ
め

て
の
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
場
、
ロ
ー
ラ
ー
ス

ケ
ー
ト
場
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
な
ど
、
中

峰
ス
キ
ー
場
”
多
目
的
利
用
が
で
き

る
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
会
館
、
東
下
組
運

動
広
場
”
野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

な
ど
。
市
が
事
業
を
行
い
、
．
地
元
は

用
地
提
供
、
遊
歩
道
開
削
な
ど
、
の
労

力
奉
仕
と
行
政
・
地
域
の
共
同
作
業

に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
六
十
年
夏
の
オ
ー
プ
ン
を

控
え
、
い
か
に
し
た
ら
市
の
シ
ン
ボ

ル
に
、
地
域
の
活
性
化
を
呼
び
込
む

肉
づ
け
が
で
き
る
か
と
、
管
理
運
営

の
組
織
づ
く
り
に
け
ん
命
で
す
。

皿

市
づ
く
り
の
中
核
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す

　
「
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
と
市
民
の

共
同
作
業
で
あ
り
、
で
き
あ
が
っ
た

ま
ち
は
市
と
市
民
の
共
同
作
品
と
い

う
考
え
か
た
に
た
つ
市
民
参
加
の
ま

ち
づ
く
り
一
i
市
の
総
合
計
画
に

示
し
て
あ
る
市
づ
く
り
の
方
向
の
大

き
な
柱
の
一
つ
で
す
。

　
地
区
振
興
会
、
町
内
会
を
中
心
と

し
た
生
活
環
境
の
改
善
、
，
祭
り
、
運
動

会
な
ど
の
活
動
を
は
じ
め
、
各
種
団

体
・
グ
ル
ー
プ
を
通
し
て
、
「
地
域

剴ll閣1”盟1闇1甥1期1摺！剴腸1繍1縄！罎！饗嬰1耀劃

の
問
題
ば
地
域
で
解
決
を
、
周
囲
の

環
境
は
自
ら
改
善
を
」
と
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
が
次
第
に
広
が
り
を
み

せ
、
成
果
も
お
さ
め
て
き
て
い
ま
す
。

　
活
力
と
個
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る
た
め
、
総
合
計
画
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

活
動
の
育
成
と
施
設
の
整
備
を
施
策

の
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
市
と
み
な

さ
ん
と
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
な

が
ら
”
共
同
の
ま
ち
づ
く
り
”
を
進

め
ま
し
よ
う
。

中条峠集会所（59年9月竣工）

　コミュニティ活動の第一歩
は、”気楽な気分で集まって
そしてみんなの知恵を寄せ合
う“ことです。

　こうした拠点にと、市では
昭和55年度から“地域集会施
設建設費等助成事業。を実施
し、補助金の交付、融資のあ

っせんを行い集会施設の整備
を進めています。このほか、

国・県の制度も利用し、55年
度以降をみても22の集会施設
が各地域に整備され、積極的
な活動が行われています。

地域集会施設の設置状況（昭和55年～）

　　　　　　町内会、翻落会など自治綴織の育成

　　　　　　各種國藤鑓ループ㈲喬成と鞍一ダーク）養成
活動の育戒一
　　　　　　地域懇趣祭η、運動会などの振興

　　　　　　斎驚体麿犬会、雪まつ頓の鉱充

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　忽ミュニティ施設の拡充

　　　　　　公羅館〈地区館、分館〉の整備
施設の整備一
　　　　　　広場の造成

　　　　　　業校嚢ゼ糞共施設の開放

コ
薫
鑑
鍛
曇
藩
の
誉
欝
榊

、『慧欝．護，き講『妻 響羅羅、1．㌧院購搬
　繍難、『澱1．』塞i．き

籍難灘i灘簗・

野中集会所 野　　中 55 小黒沢転作促進研修センター 小黒沢 56

南鐙坂集会所 南鐙坂 55 中条旭ケ丘集会所 旭ケ丘 57

下町集会所 下　　町 55 梅沢集落開発センター 梅　　沢 57

関浅集落開発センター 関　　根 55 塚田集落開発センター 塚　　　田 57

東下組生活改善センター 漉　　野 55 東　部　会　館 川原町 58

四日町新田集会所 四日町新田3 56 中条島集会所 中条島 58

中条八幡集会所 中条八幡 56 大井田コミュニティセンター 四日町1 58

西　部　会　館 稲荷町4 56 樽沢集落開発センター 樽　　沢 58

ふるさと会館 鉢 56 七　和　会　館 本町7－1 59

貝ノ川集落開発センター 貝　ノ　川 56 中条峠集会所 峠 59

枯木又克雪センター 東枯木又 56 上町集落開発センター 上　　町 59

丁
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第18回バスケットボール日本リーグ（女子）●●

1＋日町大会＝瑠灘鰹・開場　u

　　三井生命対東芝　纏難麟第一勧銀対シャンソン

〈三井生命〉平均身長17L2cm

◎58年度戦績…日本リーグ2部優勝

◎チーム紹介…昨年2部で年願の

　優勝を遂げ、今シーズンから1　・．・

　部に復帰。選手は、15人中8人
　が新人という若いチームですの
　で、失敗を恐れずに挑戦してい　　岩

　きます。

〈東芝〉平均身長173。2cm
　　　　　　　　　　　　　　　oo◎58年度戦績…日本リーグ3位、

　全日本総合選手権準優勝

◎チーム紹介…11月15日～28日ま
　　　　　　　　　　　　　　　OO　で韓国に遠征し、力を磨いてき、

　ました。この経験を生かし、常

　　　　　　　　　　　　　　　ム　にムダ、ムリ、ムラのない合理　　一

　的なバスケットを展開していき　≡

　ます。すべてのチームがライバ　籠

　ルです。

〈第一勧業銀行〉平均身長171。8cm

◎58年度戦績…日本リーグ5位

◎チーム紹介…この一年間は「日

　々、基本に立ち帰り、着実な前

　進を〃」を合言葉に努力を続け

　てきました。銀行員らしい美人

　軍団である私達のさわやかなチ

　ームワークとバスケットボール

　の基礎技術を見てください。

〈シャンソン化粧品〉平均身長172cm

◎58年度戦績…日本リーグ優勝、

　全日本総合選手権優勝

◎チーム紹介…57年に日本リーグ

　初優勝。昨年は、アメリカナシ

　ョナルチームのアン・ドノバン
　の加入もあぴ）2連覇。今大会も

　スピーディでリズミカルなオフ

　ェンスと、＊占り強いディフェン

　スで三連覇を成し遂げたいと思

　います。

～広げよう…市民のなかにスポーツの輪を

　　　　　高めよう…みんなの手で友愛の輪を～

囹体育課盈57－3111㊥326囹市民体育館盈57－5208

市民体育館夜間開
質期間　59年聡月i日㈹～60年3月31

奮利用時問　前半…午後5時半一　後半一午後7時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　半～
鋤利用日程表

第6回十日町新雪

　ジョギング・マラソン大会

■申し込み締め切り　12月15日仕）

　※当日（1月2日）の申し込みは受

　付けません。

■申し込み先　o大久保善雄　新

座第2、大英織物内（奮52－2916）

　O市民体育館（奮57－5208）

■参加料　大人1，000円、児童・生

徒500円（保険料を含む）

■コース　01部…10kmO2部…

　5km　O3音B…　3km

7130

1

市民スポーツハウス竣工間近
　8月10日から工事が進められていた市民ス

ポーツハウスが12月下旬に竣工します。笹山

野球場に隣設され、年間を通して（特に冬期

間）健康増進、体力向上、講習の場などとし

ての活用が期待されます。

9：30

　　　　　　　　：
前　　　　業　　1　後　　　　半
　　　　　　　　；

月
　　　　　　　　　　葺バドミントン躍叢雛霧籔劉ン

火
　　　　　　　　　　茎
卓球・バドミントンi軟　　式　　庭　　球

水
　　　　　　　　　　君軟式庭球ジュ畿ア教室iバレ螺一ル・バスケッ隙一ル

禾
　　　　　　　　　　彗
　　　　　　　　　　婁卓球・バ陰ントンiバ　ド　ミ　ン　ト　ン

金
　　　　　　　　　　暮
　　　　　　　　　　冨軟式庭球ジュニア教室iバ　膨　一ボー勘

土 サ勲一（朗のみ臓蕪譲響霧喬1

田
雪
1 ベルシーサークル畳

※利用の際はマナーをよく守りましょう

●用具の出し入れ・整理整頓。特に後しまつは、使絹

前以上にきれいにきちんと行いましょう。

○シュー一ズは内毒まきと外繕f愚の区男畦をしっカ㍉ゆと。

●自分の荷物は、自分で責任をもって管理を。

○璽騨縫挨拶懇毒・お鞍登い、気持ちよく利罵しましょう。

※索業盤繊藩爾測嬬億．前半（5：3Q～7：30〉に限り

　ま誘。

愕
．
訓
、
鑓
、
翻
鉱
綴
藏

囮圖國國国國囹田國図圏■図

～飲酒運転はやめよう～

　交通安全意識のバロメーターといわ

れる飲酒運転。家庭・職場・地域ぐるみ

で絶滅運動を根気強く続けましょう。

◎冬の交通事故防止運動

●期間　12月11日（幻～1月10日休）

●重点　1．飲酒運転の追放

　　　　2．スリップ事故の防止

　　　3．踏切事故の防止

　　　4．歩行者・自転車利用者の

　　　　　交通事故防止

11月中の交通事故発生状況（〉58年

市町村名 件　数 死　者 負傷者

十日町市 6（8） O（O） 6（10）

川西町 O（1） 0（O） 0（1）

津南町 1（7） 0（1） 1（10）

中里村 1（1） 0（O） 1（1）

月　　計 8（17） O（1） 8（22）

累　　計 143（170） 5（7） 181（204）

京越会・’85春の十日町織物

　　　新作求評会開催

　12月3日￥京都産業会館で￥京越会の

’85春の十目町織物新作求評会が開催され

ました。

　現在の京越会は．自然消滅の状態であ

った1臼京越会を昭和50年4目に改組した

もので￥十日町産地と密接な取引きがあ

る京都織物卸商業組合員の有力卸商社を

正会員に￥十日町組物組合を特別会員￥

十Eヨ町買継商を準会員として結成されて

おり￥今年で／0周年を迎えました。

十日町市ゲートボール連盟（略称「市G連」）

　11月19日、十日町市ゲートボール連盟設立

総会が市保健センターで開催されました。

　愛好者の方々多数の出席を得て、会則、規

約などが可決され、加盟は登録制とし、役員

の選任も原案どおり承認されて発足のはこび

となりました。

　60年度から県連にも加入します。今やゲー

トボールは全地区に普及したと思います。心

身の健康増進、仲間づくりなどに最適のスポ

ーツです。ぜひ多数のご参加を。

　十日町市ゲートボール連盟会長　小林勝平

※問い合わせは市社会福祉事務所福祉係へ
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・・●●雪シンポも特集して

写真記録集黛克雪、には、雪シンポジウム・

技術博の内容もカラー特集で掲載しました。

●申し込み　電話で、市・総務課企画広報係

（智57－3111㊥214・213）まで。

●型式

A4版74頁（カ

ラーグラビア

12頁）

●価格

1冊1，000円

（郵送料別）

圖圖園國国圃図囮用
新潟県編さんによる「新潟県史」は、昭和

60年3月に2巻が刊行されます。

■今回刊行巻の内容（送料は別）

◎資料編16、近世4、政治編II……5，100円

◎資料編21、現代2、社会文化編…5，050円

■申込方法　官製はがきに、住所、氏名、購

入巻名、冊数、公私用別、電話番号を記入

の上、〒951、新潟市学校町通・新潟県総務

部県史編さん室まで。

　～既刊21巻も在庫があります～

　年末年始の市役所業務
市役所では、12月29日（土）から1月

3日（木）まで平常業務を休ませていた

だきます。ただし、市民生活課、税務課、

会計課の窓口は、29日（土）の午前中業

務を行います。

出張所の業務は休みです。新年は1月

4日（金）が仕事始めになります。

　年末年始のごみ収集
衛生施設組合では、12月30日（日）か

ら1月3日（木）まで、ごみ収集を休ま

せていただきます。なお、焼却場へのご

みの持ち込みは、12月29日、30日は1日

中、31日は午前中まで受付ています。埋

立て地は30日までです。お問い合わせは、

衛生施設組合（盈52－3924番）へ。

感鑓
粥雪像製作を今から

第37回十日町雪まつりは￥来年2目8

日～伯Eヨに開催されますが，まつりの原

点である雪像製作について，忘年会・新

年会などで話し合ってみてください。一

般作品（機械使用）と手造り作品（人力

のみ）に分類して審査する予定です。

また￥雪像見学ツアーも．前回以上に

力を入れて実施します。ぜひ積極的にご

参カロください。

11月29日、市消費者協会主催による計

量試し買いが実施されました。調査対象

の商品は、市内商店で売られている食肉、

魚貝類の加工品、緑茶、菓子など8種類。

調査結果によると、調査個数61個のう

ち、許容誤差内も含めて正確に計量され

ていたもの44個（72．1％）、許容範囲を

越えたもので量目不足は13．1％、超過は
14．8％でした。

しかし、許容誤差内での量目不足は21

個（34．4％）あり、これに13．1％を加え

ると、47．5％が消費者に不利益になって

います。

●消費者の注意事項

①密封商品は内容量の表記されているも

のを選ぶ②風袋は商品量目の中に含まな

いことを確認する③量目不足や苦情は勇

気をもって申し出る。

　
こ
の
地
域
は
い
ま
ハ
ー
ド
面
に
お

い
て
大
き
な
変
化
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
当
間
ス
キ
ー
場
の
開
設

を
初
め
国
道
の
拡
幅
、
小
中
学
校
の

改
築
、
企
業
誘
致
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。

　
昭
和
三
十
二
年
に
当
時
の
村
役
場

と
し
て
建
築
さ
れ
た
公
民
館
も
、
来

年
に
は
近
代
的
な
建
物
に
生
ま
れ
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
市
と
の
合
併
や
診
療
所
の
歴
史
な

ど
、
多
く
の
歴
史
を
こ
の
建
物
は
刻

ん
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
役
場
と
し
て
つ
く
ら
れ
た

建
物
の
た
め
、
公
民
館
、
集
会
施
設

と
し
て
は
皆
さ
ん
に
不
自
由
を
強
い

て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
新
し
い
館
は
室
数
も
多
く
、
設
備

も
整
っ
た
利
用
し
や
す
い
公
民
館
と

し
て
皆
さ
ん
に
か
わ
い
が
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

地域の

尚

測
μ
‘

拝見

◆7◆

獅
神
両
面
に
渡
っ
た
地
域
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
水
沢
地
区
公
民
館
－

凹
に
お
　
　
　
こ
の
様
に
ハ
ー
ド
面
で
の
変
化
が
　
く
り
に
取
り
く
ん
で
い
ま
す
が
、
参

つ
と
し
　
　
あ
る
な
か
、
ソ
フ
ト
面
で
の
改
革
も
　
　
集
者
は
い
ま
一
歩
、
こ
こ
に
も
改
革

の
開
設
　
　
望
ま
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

嬉
賑
鰻
献
薙
嬉
ク
リ
ス
マ
ス
の
つ
ど
い

　
　
　
　
健
康
、
教
養
な
ど
の
向
上
や
増
進
で
　
　
　
こ
の
「
つ
ど
い
」
は
毎
年
若
者
を

刊
役
場
　
　
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
　
　
　
中
心
に
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

も
、
来
　
　
　
今
回
は
地
域
づ
く
り
事
業
の
一
部
　
　
だ
れ
も
が
．
参
加
で
き
る
暮
れ
の
メ
ー

ま
れ
変
　
　
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
ン
行
事
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
し
は
十
二
月
十
九
日
（
水
）

笙
な
　
文
化
講
演
会
　
に
行
わ
れ
ま
究

物
は
刻
　
　
　
こ
の
地
域
は
一
つ
の
地
区
館
と
三
　
　
　
こ
の
企
画
運
営
は
各
種
団
体
の
協

　
　
　
　
　
つ
の
分
館
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
十
一
　
力
を
得
な
が
ら
青
年
団
を
中
心
に
行

り
れ
た
　
　
月
を
迎
え
る
と
、
各
分
館
で
は
地
域
　
　
わ
れ
ま
す
。
今
回
で
今
の
公
民
館
と

芸
施
設
　
　
を
見
な
お
そ
う
と
講
演
会
が
催
さ
れ
　
　
も
お
別
れ
と
い
う
こ
と
で
思
い
き
っ

乞
強
い
　
　
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
企
画
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ま
す
。
　
　
　
野
中
分
館
で
は
地
区
が
ど
の
様
に
　
　
企
画
の
一
端
を
紹
介
す
る
と
、
会

設
備
　
　
移
り
変
わ
る
か
、
ど
の
様
に
対
応
し
　
費
な
し
、
子
供
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
、

氏
館
と
　
　
て
い
っ
た
ら
い
い
か
、
地
元
振
興
会
．
　
踊
れ
な
い
人
に
は
講
習
会
を
な
ど
で

て
も
ら
　
　
長
を
講
師
に
迎
え
て
熱
心
に
学
習
し
　
　
す
。

　
　
　
　
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
内
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、

　
　
　
会
　
　
馬
場
分
館
で
は
子
供
を
健
全
に
育
　
　
地
域
外
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。
声
が

　
　
集
　
て
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
、
　
か
か
り
ま
し
た
ら
た
め
ら
わ
ず
に
お

　
　
　
人

　
　
　
千
　
そ
れ
に
は
自
分
た
ち
を
見
直
そ
う
と
　
　
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
操
　
青
少
年
育
成
指
導
員
に
よ
る
講
演
会
　
　
　
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
コ
ミ
ュ

　
　
　
体
　
　
も

　
　
　
オ
　
を
開
催
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
こ
れ
が
自
分
の
住

　
　
　
ジ
　
　
姿
分
館
で
は
講
演
会
二
十
回
目
を
　
　
む
街
を
地
域
を
つ
く
り
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
ラ

　
　
　
　
記
念
し
て
「
ふ
る
さ
と
の
心
を
伝
え
　
　
こ
れ
か
ら
も
「
地
域
づ
く
り
」
事
業

　
　
　
　
　
よ
う
」
と
、
民
話
の
水
沢
謙
一
さ
ん
　
　
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
に
よ
る
記
念
講
演
会
を
開
催
、
講
師
　
　
多
く
の
人
達
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　
　
　
　
　
と
受
講
者
が
一
体
と
な
っ
た
な
ご
や
　
　
シ
ョ
ン
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
地

醗　
　
　
　
　
か
な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
区
の
発
展
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な

　
　
　
　
　
　
こ
の
様
に
地
域
を
あ
げ
て
地
域
づ
　
　
い
で
し
ょ
う
か
。

一一「 一㎜『τ「一『丁－
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し
迫
っ
て
か
ら
出
す
と
　
元
旦
の
配

達
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
十
二
月
二
十
日
㈲
ま
で
に

お
出
し
く
だ
さ
い
。

▼
方
面
別
区
分
け
に
ご
協
力
を

　
年
賀
状
を
出
す
と
き
は
、
方
面
別

（
「
郵
便
番
号
○
○
○
あ
て
」
　
「
県

内
あ
て
」
　
「
県
外
あ
て
」
な
ど
）
に

分
け
、
簡
単
な
紙
札
（
郵
便
局
に
も

用
意
し
て
あ
り
ま
す
）
を
つ
け
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
私
製
は
が
き
な
ど
は
朱
書
で
「
年

賀
」
の
表
示
を

　
普
通
の
官
製
は
が
き
や
私
製
は
が

き
を
年
賀
状
と
し
て
出
す
と
き
は
、

　
　
　
　
　
　
　
、

年
賀
状
憾

　
　
　
お
旱
め
に
」

▼
年
賀
状
の
差
出
し
は
お
早
め
に

　
年
賀
状
の
受
付
け
を
、
十
二
月
十
　
　
「
年
賀
」

五
日
㈹
か
ら
開
始
し
ま
す
。
年
末
押

　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
盤

表
面
の
見
や
す
い
と
こ
ろ
に
、
赤
で

　
　
　
と
お
書
き
く
だ
さ
い
。

　
　
十
日
町
郵
便
局
（
費
五
二
－
二

三
九
一
）

商
業
統
計
調
査

　
　
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

囹
ポ
ス
タ
ー
の
規
格
　
①
用
紙
…
A

2
版
を
縦
長
で
使
用
　
②
使
用
色
は

四
色
以
内
（
白
色
は
含
ま
な
い
）

③
図
案
に
入
れ
る
文
字
…
「
通
商
産

業
省
」
　
「
商
業
統
計
調
査
」
　
「
昭
和

60

年
5
月
1
日
」
　
④
写
真
は
不
使

用
　
⑤
ポ
ス
タ
i
裏
面
に
、
住
所
、

氏
名
、
職
業
（
学
校
名
）
を
明
記

囹
応
募
締
切
り
　
来
年
一
月
十
五
日

囹
応
募
先
　
〒
胴
、
新
潟
市
学
校
町

目田有リン含成洗剤の

　　　使用はやめましよう
・有リン合成洗剤とは、洗濯爾粉末盒成洗剤で、

　リン酸塩を数％から循％程慶含奄ものをいい

　ます。洗剤中のこのリンは、洗濯排水ととも

　に川や湖に流れ込みます。

・川や湖などで、氷の交換が悪い水域に大羅の

　リンが流れ込むと、ブランクトンや植物が異

　常に発生しやすくなり、悪臭の発生や魚が死

　ぬなどの異常がおきることがあります。

・現在は、無リンの合成洗剤や粉石けんが広く

　流通しています。品質表示をよくみて、無リ

　ンのものを使用してください。

◎洗剤は表示されている量を守り、過度の使用

　はさけましょう一容器の表示をまず読んでカ

　ッブで計って適正使用。

　　　　　　　　　　　　　　　　新　潟　県

通
、
新
潟
県
企
画
調
査
部
統
計
課

囹
賞
　
最
優
秀
賞
一
名
（
副
賞
十
万

円
）
　
優
秀
賞
二
名
（
副
賞
三
万
円
）

優
良
賞
若
干
名
（
記
念
品
）

　
詳
し
く
は
、
市
・
総
務
課
企
画
広

報
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

わ
が
家
の
家
計
簿

　
　
　
体
験
談
を
募
集

囹
原
稿
　
①
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五

枚
以
内
（
簡
単
な
月
別
・
項
目
別
支

出
一
覧
表
を
添
付
の
こ
と
）
　
②
原

稿
に
氏
名
、
住
所
、
職
業
、
年
齢
、

家
族
一
覧
、
家
計
簿
記
帳
年
数
、
電

話
番
号
を
記
入
の
こ
と

囹
締
切
り
　
来
年
二
月
二
十
八
日

團
応
募
先
　
〒
胴
、
新
潟
市
寄
居
町

三
四
四
、
日
本
銀
行
新
潟
支
店
内
、

新
潟
県
貯
蓄
推
進
委
員
会

囹
賞
　
特
賞
五
編
（
賞
金
五
万
円
）
、

優
秀
賞
十
編
（
賞
金
三
万
円
）
、
奨

励
賞
三
十
五
編
程
度
（
賞
金
一
万
円
）

寄
付
あ
り
が
と
う

国
際
交
流
・
文
化
ス
ポ
ー
ツ
基
金
へ

　
▼
和
田
潔
（
中
条
旭
町
）
一
万
円

社
会
福
祉
事
業
へ

　
　
醸
趨
＋
』

　
　
　
　
　
　
’

国道117号線通行止

園区間　国道117暑線市之顧地内

鯛通行止期間　12月総田縁2麹§
　環（各臼とも、通行止鰭間は午

　繭畠蒔業～午後懸時）

盤遼園蹟　主要地方遵小千谷牽臼

　晦津繭線、國道2灘号線、一般県

　遵塾由禽塞落線

　
▼
十
日
町
高
校
定
時
制
　
三
万
三
、

二
〇
四
円
　
▼
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
十

日
町
一
団
二
万
一
、
四
九
四
円

▼
袋
町
中
老
人
ク
ラ
ブ
　
一
、
六
〇

〇
円
　
▼
姿
老
人
ク
ラ
ブ
　
三
、
四

〇
〇
円
　
▼
大
海
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

ニ
、
○
○
○
円
　
▼
母
子
福
祉
い
つ

美
会
　
三
、
○
○
○
円
　
▼
羽
根
川

荘
窓
口
募
金
　
二
、
八
八
○
円
　
▼

長
楽
会
有
志
（
川
原
町
）
六
、
〇
二

五
円
…
廃
品
回
収
　
▼
群
馬
県
人
会

（
代
表
・
関
口
四
郎
）
一
万
円
…
三

十
周
年
記
念
　
▼
関
口
節
子
（
山
本
）

一
万
円
…
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
へ

▼
酒
井
浩
司
（
小
泉
）
五
万
円
…
香

典
返
し
　
▼
村
山
弥
太
郎
（
高
山
）

五
万
円
…
香
典
返
し
　
▼
岡
村
（
高

　　　　停電のお知らせ
　〉12月11日（幻　午前8時～正午　城之古第1、城之

古東町、高山第3、高田町6丁目の各一部、城之古第
3の全部　1〉12月13日休）午後0時半～4時　本町6
丁目1、本町7丁目1・2、四日町新田第3の各一部、
下川原町の全部　〉12月14日㈹　午前8時～午後0時
半本町1丁目上・下、本町2・3丁目、本町東・西
1丁目、高田町1丁目、山本町5丁目、袋町東・中・
西、西寺町、千歳町、七軒町、宮下町西、諏訪町、水
野町の各一部、神明町の全部　〉12月17日（月）午後0

時半～4時　漉野、平、二子の全部　〉12月20日（木）

午前9時～午後0時半　関根第2の一部、関根第1、
浅之平、笹之沢、池之平、落之水、孕石、椌木、長里

の全部》12月20日㈲午前9時半～午後0時半上
新田第3の一部　レ12月21日㈹　午前8時～午後0時
半　稲荷町4・3本通りの各一部　〉12月24日（月）午

後0時半～4時　高田町2丁目、栄町、昭和町1丁目、
寿町4丁目の各一部　レ12月25日（幻　午前8時～午後

0時半　北新田第1、城之古第1、城之古東町、高山
第2・第3の各一部、塚原町の全部　〉12月26日㈹
午前9時～午後0時半　山本町1丁目、川治下町第1・
第2・第3、妻有町東1丁目の各一部
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年
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験
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て
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も
の
で
す
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■市勢／世帯数12，368／推計人ロ…48，143人（男23，566人・女24，577人）※基本台帳人口48，662人（12月1日現在）


